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◆審査の結果

審査に付された各会計歳入歳出決算書及びその附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成さ

れており、計数等は関係諸帳簿及び証書類と符合し正確であると認められる。

また、予算執行状況はその目的に沿って概ね適正に執行されているものと認められた。

◆総括意見

平成17年10月１日に合併したが、住民サービスに大きな混乱をきたすことなく、今日を迎えるこ

とができたことは、市長を始め各職員がそれぞれの立場で鋭意努力されたことによるものである。

市が発足したばかりで、今後調整していくべき課題を数多く抱えてはいるものの、合併を契機と

して、市長が標榜する「５つの流れをひとつに」していくことに向い、合併効果が市民に実感でき

るよう高い視点と広い視野をもって市政運営に努められたい。

平成17年度 安曇野市の決算状況

監査委員事務局 横山代表監査委員の「審査の結果」と「総括意見」

安曇野市の発足が昨年10月 1日のため、平成17年10月 1日から平成18年 3月31日までの
予算の執行結果に対しての審査です。

 

1．会計別歳入歳出決算の状況 （単位：円） 

区　　　　分 

一　般　会　計          

特　別　会　計          

同和地区住宅新築資金等貸付事業 

国民健康保険         

老人保健         

介護保険         

下水道事業         

農業集落排水事業         

上川手山林財産区         

北の沢山林財産区         

有明山林財産区         

富士尾沢山林財産区         

穂高山林財産区         

産業団地造成事業         

市営保養施設 

23,030,848,000 

18,146,896,000 

13,656,000 

4,522,903,000 

5,064,080,000 

3,083,730,000 

5,235,626,000 

169,039,000 

792,000 

360,000 

537,000 

808,000 

593,000 

20,496,000 

34,276,000

22,794,570,902 

18,087,318,580 

14,032,928 

4,560,847,301 

5,064,076,441 

3,087,204,141 

5,133,358,843 

169,924,520 

798,303 

361,292 

537,825 

809,775 

594,369 

20,496,734 

34,276,108

21,791,297,786 

17,592,026,133 

5,560,491 

4,183,207,276 

5,064,076,441 

3,083,584,866 

5,036,024,654 

167,978,805 

295,880 

314,570 

73,448 

183,295 

281,692 

20,493,798 

29,950,917

1,003,273,116 

495,292,447 

8,472,437 

377,640,025 

0 

3,619,275 

97,334,189 

1,945,715 

502,423 

46,722 

464,377 

626,480 

312,677 

2,936 

4,325,191

予　算　額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額  

（単位：円） 

区　　　　分 

水　道　事　業 

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

1,118,484,000 

1,490,884,000 

972,431,000 

1,457,844,000

1,100,876,742 

1,407,580,809 

928,729,196 

1,274,931,190

△ 17,607,258 

83,303,191 

△ 43,701,804 

154,078,810

科　　　目 予　算　額 決　算　額 
収入：増減額 
支出：不要額 

区　　　　分 

市営宿舎事業 

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

114,600,000 

154,483,000 

0 

7,671,000

116,796,580 

140,924,866 

0 

1,731,240

2,196,580 

13,558,134 

0 

5,939,760

科　　　目 予　算　額 決　算　額 
収入：増減額 
支出：不要額 

（注：資本的支出の不用額は、翌年度繰越額28,834,000円を差引いた残額） 
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2．財政の状況 

3．自主財源・依存財源の状況 

区　　　　　　　　　　　　　分 

 

 

 

（A） 
 

（B） 

 

（B）／（A）
 

（C） 

（A）／（C） 

平　成　17　年　度 

（単位：円） 

区　　　　分 

自　主　財　源 

依　存　財　源 

合　　　　　計 

決　算　額 構成比 

12,021,543,204 

10,773,027,698 

22,794,570,902

52.7％ 

47.3％ 

100.0％ 

決　算　額 構成比 

5,420,057,595 

12,667,260,985 

18,087,318,580

30.0％ 

70.0％ 

100.0％ 

決　算　額 構成比 

17,441,600,799 

23,440,288,683 

40,881,889,482

42.7％ 

57.3％ 

100.0％ 

一　般　会　計 特　別　会　計 合　　　　　計 

平成17年度地方財政状況調査表（通年）における普通会計決算（一般会計・同和地区住宅新築資金等貸
付事業特別会計）に従った財政の状況です。 

■財政力指数 
　財政力を判断する指標として用いられます。この指数が１に近いほど、あるいは１を超える団体は財
源に余裕があるとされており、当年度は0.59となっています。 
 
■経常収支比率 
　財政構造の弾力性を判断する指標として用いられます。この比率が80％を超える場合は、財政構造が
弾力性を失いつつあるとされており、当年度は82.7％となっています。 
 
■経常一般財源比率 
　歳入構造の内容を判断するものです。この比率が100％を超える度合いが高いほど一般財源に余裕が
あるとされており、当年度は101.3％となっています。 
 
■起債制限比率 
　地方債の許可制限に係る指標で、当年度の標準財政規模から元利償還金と事業費補正に充てられた公
債費を差し引いた額に対する割合（当該年度を含む過去３年間の平均値）を示すものです。この比率が
20％以上になると起債の許可が制限されます。当年度は10.3％となっています。 
 
■実質公債費比率 
　公債費等による財政負担の程度を客観的に示す指標で、実質的な公債費に費やした一般財源の額の標
準財政規模に占める割合（当該年度を含む過去３年間の平均値）を示すものです。18％を超えると引き
続き許可が必要となります。当年度は13.9％となっています。 

基 準 財 政 収 入 額  

基 準 財 政 需 要 額  

財 政 力 指 数  

経 常 一 般 財 源 等  

 
経 常 経 費 充 当 一 般 財 源 等  

 

経 常 収 支 比 率  

標 準 財 政 規 模  

経 常 一 般 財 源 比 率  

起 債 制 限 比 率  

実 質 公 債 費 比 率  

10,422,939千円 

17,620,741千円 

0.59 

21,048,800千円 

 
18,585,722千円 

82.7％ 

（88.3％） 

20,776,975千円 

101.3％ 

10.3％ 

13.9％ 

 

 

（注）経常収支比率の（　）内数値は、減税補てん債142,500千円及び臨時財政対策債1,277,600千円を控除して算出した。 

（注）「自主財源」： 市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金及び諸収入 
　　　「依存財源」： 自主財源以外の財源 
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反
対学

校
教
育
関
係
で
は
、
小
学
校
の
プ

ー
ル
な
ど
、
支
障
を
き
た
し
て
い
た
施

設
に
つ
い
て
充
分
な
措
置
が
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
児
童
生
徒
の
通
学
の
安
全
確

保
の
施
策
な
ど
、
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
の
改
築
に

伴
な
う
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、
全
市

的
な
視
野
に
立
っ
て
、
こ
の
事
業
が
必

要
な
も
の
か
ど
う
か
充
分
検
討
さ
れ
て

い
な
い
段
階
で
の
土
地
購
入
は
時
期
尚

早
で
は
な
か
っ
た
か
。
７
億
円
の
不
用

額
、
基
金
の
積
立
に
17
億
３，
２
０
０
万

円
、
ま
た
予
備
費
が
５
億
９，
７
６
３
万

円
と
い
う
数
字
を
見
た
と
き
、
こ
の
冬

の
大
変
な
寒
さ
に
対
し
て
光
熱
水
費
が

減
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
か

も
充
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
の
市
政
の
あ
り
方
に
も
問
題
を
呈
す

る
も
の
で
あ
り
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

（
下
里
喜
代
一
）

賛
成今

回
の
決
算
は
、
合
併
し
た
昨
年
10

月
１
日
か
ら
本
年
３
月
末
の
半
年
分
で

あ
る
。
旧
５
町
村
の
引
継
ぎ
事
業
が
主

で
あ
り
、
収
入
率
は
、
予
算
額
約
230
億

３，
０
０
０
万
円
似
対
し
98
・
97
％
で
あ

り
、
執
行
率
は
予
算
額
の
94
・
62
％
と

な
っ
て
い
る
。
未
執
行
の
内
容
に
つ
い

て
も
合
併
が
ら
み
の
も
の
で
あ
る
。
委

員
会
で
充
分
審
査
さ
れ
、
認
定
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
賛
成
の
討
論
と
す

る
。

（
黒
岩
宏
成
）

◆
17
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

反
対厳

し
い
会
計
と
い
い
な
が
ら
３
億
３，

０
０
０
万
円
余
の
不
用
額
が
出
て
い
る
。

ほ
ぼ
同
額
が
補
正
で
繰
越
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
国
保
を
合
併
に
よ
り
統
一
し

て
、
さ
ら
に
負
担
増
の
値
上
げ
に
な
る

な
ら
、
値
上
げ
を
す
る
必
要
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
統
一
し
て
か

ら
の
値
上
げ
に
連
動
さ
せ
る
必
要
も
な

か
っ
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
社
会
情
勢
が
大
変
な
な
か
、

国
民
や
市
民
の
負
担
が
増
大
す
る
な
か
、

慎
重
な
る
対
応
が
望
ま
れ
た
の
で
あ
り
、

以
上
の
点
か
ら
反
対
の
討
論
と
す
る
。

（
松
澤
好
哲
）

賛
成こ

の
予
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月

の
合
併
に
あ
た
り
、
旧
町
村
そ
れ
ぞ
れ

が
合
併
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
で
は
な

く
平
成
17
年
度
１
年
を
通
じ
て
の
必
要

な
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
で
申
し
合
わ

せ
を
し
て
お
り
、
旧
町
村
の
議
決
を
経

て
新
市
が
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

特
に
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

10
月
の
合
併
以
降
も
旧
町
村
ご
と
の
税

率
を
変
え
る
こ
と
な
く
執
行
し
て
き
た
。

よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
町
村
合
併
の
経

過
等
を
ふ
ま
え
、
ま
た
委
員
会
の
決
定

を
尊
重
し
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

（
吉
田
満
男
）

◆
17
年
度
安
曇
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

反
対穂

高
駅
西
の
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
よ
い
が
、
公
園
の
位
置
も
面
積
も

確
定
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
、
地
権

者
と
換
地
に
つ
い
て
の
方
向
づ
け
も
で

き
て
い
な
い
。
東
西
線
の
横
断
通
路
に

つ
い
て
も
市
民
と
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
、
こ
れ
に
関
す
る
予
算
に
は
反

対
で
あ
る
。

ア
ー
ト
リ
レ
ー
に
つ
い
て
は
、
文

化
・
芸
術
へ
の
支
援
は
必
要
だ
が
、
現

段
階
で
は
市
と
し
て
の
補
助
金
の
基
準

な
ど
が
定
ま
っ
て
い
な
い
な
か
で
、
進

め
る
こ
と
は
今
後
に
問
題
を
残
す
こ
と

に
な
る
の
で
反
対
す
る
。
（
草
深
　
温
）

賛
成穂

高
駅
西
の
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
長
年
に
亘
っ
て
研
究
を

重
ね
地
権
者
100
％
の
同
意
を
得
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
地
権
者
を
含
め

て
、
設
計
段
階
に
入
る
こ
と
を
首
を
長

く
し
て
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

早
く
施
工
に
向
け
て
進
む
よ
う
、
賛
成

の
討
論
と
す
る
。

（
大
月
晃
雄
）

反
対今

回
の
補
正
予
算
・
第
２
号
は
概
ね

妥
当
な
も
の
で
あ
り
、
一
点
の
み
問
題

を
挙
げ
て
補
正
予
算
全
体
に
反
対
す
る

こ
と
に
は
躊
躇
も
あ
っ
た
が
、
今
後
に

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
問
題
を
含
む
の

で
、
あ
え
て
反
対
の
立
場
を
と
る
。

「
安
曇
野
ア
ー
ト
リ
レ
ー
」
に
対
す

る
補
助
金
322
万
円
余
（
県
244
万
円
、
市

78
万
円
）
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
の
趣

旨
は
理
解
で
き
る
が
、
市
と
し
て
貴
重

な
税
金
を
投
入
す
る
に
値
す
る
事
業
で

あ
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
充
分
で

あ
る
。
安
曇
野
市
と
し
て
の
芸
術
・
文

化
に
係
わ
る
政
策
的
方
向
性
も
は
っ
き

り
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
時
期
に
、

安
易
に
補
助
金
を
出
す
こ
と
は
、
今
後

へ
の
影
響
が
大
き
す
ぎ
る
と
考
え
、
反

対
の
討
論
と
す
る
。

（
小
林
純
子
）

賛
成本

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
の
施
設
整
備
、
７
月
の
豪
雨
災
害
に

お
け
る
復
旧
の
た
め
の
補
正
が
主
な
も

の
で
、
緊
急
性
を
要
す
る
。

穂
高
駅
西
の
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
自
然
と
景
観
を
守
ろ
う
と
い
う

地
元
地
権
者
100
％
の
思
い
を
受
け
て
の

も
の
で
あ
り
、
市
が
で
き
る
支
援
と
し

て
組
ん
だ
予
算
で
あ
る
。

ア
ー
ト
リ
レ
ー
に
つ
い
て
は
、
合
併

記
念
と
い
う
こ
と
で
今
回
は
と
に
か
く

一
度
は
や
っ
て
み
て
と
い
う
こ
と
で
、

次
を
考
え
て
い
け
ば
よ
い
。

こ
の
補
正
予
算
を
否
決
す
る
こ
と
は

市
政
の
混
乱
を
招
き
、
多
く
の
市
民
の

期
待
に
反
す
る
と
判
断
し
、
賛
成
の
討

論
と
す
る
。

（
藤
森
康
友
）

平成17年度

18
年
度
安
曇
野
市
補
正
予
算
に
対
す
る
討
論
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平成18年度 安曇野市各会計別補正予算の概要 

大雨災害による主な補正 

会　　　　　計　　　　　名 

（単位：千円） 

（単位：千円） 

安曇野市一般会計補正予算（第２号） 
安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
安曇野市老人保健特別会計補正予算（第１号） 
安曇野市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 
安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 
安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算（第１号） 
安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算（第１号） 
安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算（第１号） 
安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算（第１号） 
安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算（第１号） 
安曇野市営保養施設特別会計補正予算（第１号） 

収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 
収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 

安曇野市水道事業会計 
　　　　　　　補正予算（第１号） 

安曇野市営宿舎事業会計 
　　　　　　　補正予算（第１号） 

補正前の予算額 補　正　額 補正後の予算額 
34,030,647 
7,980,000 
9,244,300 
5,374,525 
6,398,659 
193,264 
1,720 
418 
690 
931 
451 

30,271 
2,113,026 
1,954,799 
1,097,751 
2,176,919 
301,106 
301,106 

0 
16,905

1,242,800 
695,753 
55,557 
72,501 
430,215 
2,946 
302 
△4 
74 
166 
152 
4,225 

 
20,868 

 
3,543

35,273,447 
8,675,753 
9,299,857 
5,447,026 
6,828,874 
196,210 
2,022 
414 
764 
1,097 
603 

34,496 
2,113,026 
1,975,667 
1,097,751 
2,180,462 
301,106 
301,106 

0 
16,905

御宝田水のふるさと公園復旧工事 

豊科鎌止沢沈砂地設置工事・その他河川土砂除去 

穂高あしの沢嵩上げ・復旧外 

穂高北ノ沢・三郷鳴沢川復旧、明科護岸工事外 

豊科東部559号線外土砂除去・その他応急工事（2箇所） 

穂高有明614・616号線路床復旧・その他応急工事（8箇所） 

三郷地域応急工事（4箇所） 

明科李地区フトン篭工・外応急工事（3箇所） 

豊科田沢南原地区水路流入土砂除去、豊科大口沢地区水田流入土砂除去 

穂高大堰・狐島・嘉右衛門山導地区水路流入土砂除去 

三郷楡地区農道復旧、三郷南小倉地区水路流入土砂除去 

堀金田多井地区沈砂地流入土砂除去 

明科荻原地区水路・水田流入土砂除去外 

明科塩川原地区水路流入土砂除去外、明科上手上郷地区会所マス嵩上外 

明科小泉地区水路復旧、明科東栄町地区管理道路復旧 

豊科大口沢地区流入土砂除去、豊科林道城山線流入土砂除去 

豊科田沢南原地区流入土砂除去、豊科林道船ヶ線崩落復旧 

穂高林道一ノ沢線崩落復旧外、穂高林道北の沢線崩落復旧外 

穂高林道北沢線崩落土砂除去・崩落復旧、穂高林道浅川線路面補修 

穂高林道天満沢線路面補修・崩落復旧外、穂高林道野辺沢線路面補修 

堀金林道小水沢線崩落土砂除去、堀金林道上の平線崩落復旧 

堀金林道大野沢線流入土砂除去、堀金林道新沢線路面補修 

堀金林道ニノ沢線崩落土砂除去、堀金林道田多井線崩落復旧 

堀金林道寺山線舗装復旧 

明科林道白牧線崩落土砂除去外、明科林道矢下線崩落土砂除去外 

明科林道大山線路面補修、明科林道田山線路面補修外 

明科林道黒坪線路面補修外 

明科林道岩州線路面補修外、明科林道長峰線崩落復旧 

御宝田水のふるさと公園 

河川災害復旧事業 

 

 

道路災害復旧事業 

 

 

 

農林施設災害復旧事業 

 

 

 

 

 

 

林業施設災害復旧費 

16,498 

24,921 

 

 

35,953 

 

 

 

48,824 

 

 

 

 

 

 

22,968

事　　業　　名 補正額 主　　　な　　　内　　　容 
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平成18年安曇野市議会 ９月定例会 

報告第21号 
報告第22号 
議案第170号 
議案第171号 
議案第172号 
議案第173号 
議案第174号 
議案第175号 
議案第176号 
議案第177号 
議案第178号 
議案第179号 
議案第180号 
議案第181号 
議案第182号 
議案第183号 
議案第184号 
議案第185号 
議案第186号 
議案第187号 
議案第188号 
議案第189号 
議案第190号 
議案第191号 
議案第192号 
議案第193号 
議案第194号 
議案第195号 
議案第196号 
議案第197号 
議案第198号 
議案第199号 
議案第200号 
議案第201号 
議案第202号 
議案第203号 
議案第204号 
議案第205号 

報　告 
承　認 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 

地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について 
専決処分の承認を求めることについて(指定管理者に伴う関係条例の整備に関する条例の一部を改正する条例) 
消防組織法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 
安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市三郷農村環境改善センター条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市農村公園条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について 
市道の認定について 
平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）について 
平成18年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市老人保健特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 
平成18年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市営保養施設特別会計補正予算（第２号）について 
平成18年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市営宿舎事業会計補正予算（第１号）について 
平成17年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市営保養施設特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成17年度安曇野市営宿舎事業会計決算の認定について 
平成17年度安曇野市水道事業会計決算の認定について 

【市長提出議案】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決番号 

【議員提出議案】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決番号 

【請願】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決番号 

議員提出第12号 
議員提出第13号 
議員提出第14号 
議員提出第15号 
議員提出第16号 

可　決 
可　決 
可　決 
可　決 
可　決 

ＷＴＯ農業交渉日本提案実現を求める意見書 
ポジティブリスト移行に関する事項の実現を求める意見書 
私立高校への公費助成に関する意見書 
集配局の廃止再編計画に反対する意見書 
議員の研修視察について 

請願第20号 
請願第21号 
請願第22号 

継続審査 
継続審査 
採　択 

豊科インター東地区開発に関する請願書 
介護保険利用料減免等を求める請願書 
「安曇野市平和都市宣言」制定への請願 

【陳情】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決番号 

陳情第12号 
陳情第13号 
陳情第14号 
陳情第15号 
陳情第16号 
陳情第17号 
陳情第18号 
陳情第19号 

継続審査 
採　択 
採　択 
採　択 
不採択 
継続審査 
採　択 
採　択 

投入料金助成についての要望 
ＷＴＯ農業交渉対策に関する陳情書 
ポジティブリスト制度移行に関する陳情書 
ＷＴＯ農業交渉対策に関する陳情書 
中国における法輪功学習者の臓器摘出の実態調査を求める陳情書 
一般廃棄物し尿清掃業者補償に関する要望 
私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳情書 
「集配局の廃止再編計画に反対する意見書」採択に関する陳情について 

議案の審査結果 議案の審査結果 



19議員 市
政
問

を
う

市
政
問

を
う

一　般　質　問

９月19日（火）

浅川　保門議員

松尾　　宏議員

小林　紀之議員

大月　晃雄議員

小林　純子議員

松澤　好哲議員

９月20日（水）

下里喜代一議員

等々力　等議員

藤森　康友議員

平林　M子議員

山田　高久議員

松森　幸一議員

宮澤　孝治議員

９月21日（木）

!山　一榮議員

丸山　祐之議員

青柳　吉宏議員

吉田　満男議員

草深　　温議員

浜　　昭次議員
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９月定例会では、９月19日から21日までの3日間に一般質問が行われました。

19議員が質問に立ち、活発な質問や提案がなされました。

平成18年安曇野市議会9月定例会一般質問

�
�
�

�
�
�

19
年
度
か
ら
品
目
横
断

的
な
経
営
安
定
対
策
、
米

政
策
改
革
推
進
対
策
、
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
が
導

入
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
は
、

安
曇
野
の
景
観
を
維
持
す
る
た

め
に
取
り
入
れ
る
べ
き
重
要
対

策
と
思
わ
れ
る
が
、
市
の
判
断

は
ど
う
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
農

地
が
地
域
共
有
の
大
切
な

財
産
と
位
置
づ
け
、
農
業
・
農

村
の
基
盤
を
支
え
る
た
め
に
、

農
業
者
だ
け
で
な
く
地
域
の
住

民
、
自
治
会
等
、
関
係
団
体
に

幅
広
い
参
加
を
願
い
、
農
地
・

水
・
環
境
を
保
全
す
る
制
度
で

あ
る
。
安
曇
野
の
象
徴
で
あ
る

農
村
景
観
、
地
下
水
、
農
業
用

施
設
の
維
持
管
理
や
施
設
の
長

寿
命
化
を
は
か
る
た
め
、
ど
の

程
度
の
組
織
が
形
成
さ
れ
る
か

は
不
透
明
で
あ
る
が
、
現
在
進

め
て
い
る
環
境
基
本
計
画
と
も

整
合
性
を
は
か
り
取
り
組
み
を

充
実
さ
せ
、
活
動
組
織
の
立
ち

上
げ
に
は
積
極
的
に
支
援
を
し

て
い
く
。

ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
は

旧
穂
高
町
時
代
か
じ
か

の
里
公
園
に
、
昔
の
よ
う

に
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
、
ホ
タ

ル
　
夢
ゾ
ー
ン
の
実
現
化
を
提

言
し
て
き
た
。
新
市
と
な
り
多

方
面
で
内
容
も
事
情
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
中
で
、
現
在
で
も

旧
町
時
代
の
方
向
性
は
健
在
で

あ
る
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
か

じ
か
の
里
公
園
に
限
ら

ず
、
今
後
は
市
全
域
で
情
報
を

交
換
す
る
中
、
安
曇
野
の
各
地

に
お
い
て
ホ
タ
ル
が
舞
う
そ
の

よ
う
な
場
所
が
出
来
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
安
曇
野
の
魅
力
を

更
に
増
す
と
い
う
こ
と
で
期
待

を
し
て
い
る
。
行
政
関
係
部
署

も
連
携
を
し
、
で
き
る
だ
け
の

支
援
を
す
べ
き
と
思
っ
て
い

る
。
従
っ
て
旧
町
時
代
と
変
わ

ら
ず
、
か
じ
か
の
里
公
園
は
安

曇
野
市
に
お
い
て
も
市
民
憩
い

の
場
所
、
あ
る
い
は
イ
ベ
ン
ト

広
場
、
ま
た
、
自
然
と
触
れ
合

う
広
場
等
、
ホ
タ
ル
の
里
と
な

る
べ
き
大
き
な
期
待
を
抱
い
て

い
る
。
旧
町
時
代
と
変
わ
ら
ず

公
園
を
活
か
し
て
行
き
た
い
。

か
じ
か
の
里
公
園
の
か

じ
か
橋
の
処
理
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
来

年
度
の
予
算
編
成
ま
で
に

は
方
向
づ
け
を
す
る
。

安
曇
野
や
ま
び
こ
自
転
車

道
の
活
用
方
法
は

安
曇
野
の
大
き
な
財
産

と
思
う
、
安
曇
野
や
ま
び

こ
自
転
車
道
の
利
用
度
の
低
さ

に
、
宝
の
持
ち
腐
れ
を
痛
感
す

る
。
今
後
の
活
用
方
法
等
は
ど

う
か
。（

都
市
建
設
部
長
）
や

ま
び
こ
自
転
車
道
は
、
安

曇
野
の
歴
史
的
な
資
産
や
豊
か

な
自
然
を
生
か
し
て
、
点
在
す

る
ス
ポ
ッ
ト
を
統
一
的
に
散
策

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
と

し
て
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
観
光
資
源
の
一
部

と
な
る
よ
う
多
面
的
機
能
が
期

待
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
き
た
。
今
後
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
具
体
的
な
方

策
を
県
や
関
係
者
と
共
に
積
極

的
に
検
討
し
て
い
く
。

�

�

�

�

�

� ��

動
き
出
し
た
農
政
改
革

浅
　
川
　
保
　
門

議
員
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安
曇
野
赤
十
字
病
院
は

日
本
赤
十
字
社
の
組
織
の

医
療
施
設
に
属
す
る
病
院
92
カ

所
あ
る
中
の
一
つ
。
そ
の
全
体

の
３
分
の
２
が
赤
字
経
営
を
し

て
い
る
。
安
曇
野
赤
十
字
病
院

も
17
年
度
３
億
円
弱
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背

景
の
中
で
、
老
朽
化
と
狭
隘
化

等
を
解
決
す
る
た
め
、
80
か
ら

90
億
円
で
現
地
建
替
え
計
画
が

検
討
さ
れ
、
市
町
村
に
は
40
億

円
の
補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

安
曇
野
市
も
応
分
の
補
助
が
必

要
と
な
る
。
そ
こ
で
安
曇
野
市

と
安
曇
野
赤
十
字
病
院
と
は
ど

の
よ
う
な
関
係
と
考
え
る
か
。

ま
た
、
補
助
を
す
る
に
あ
た
っ

て
返
済
及
び
経
営
計
画
を
十
分

確
認
す
る
べ
き
と
思
う
が
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

（
市
長
）
安
曇
野
赤
十

字
病
院
は
、
安
曇
野
市
の

医
療
行
政
に
市
民
病
院
的
機
能

を
十
分
に
補
完
で
き
る
医
療
機

関
と
し
て
大
き
く
期
待
し
て
い

る
。
病
院
の
経
営
に
は
立
ち
入

ら
な
い
が
、
建
設
に
対
す
る
補

助
金
は
、
建
設
支
援
検
討
委
員

会
で
、
あ
る
い
は
病
院
の
建
設

計
画
等
を
検
討
し
、
行
政
も
厳

し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

合
併
特
例
債
を
充
て
る
予
定
。

病
院
経
営
は
全
国
的
に
大
変
厳

し
い
し
安
曇
野
赤
十
字
病
院
も

例
外
で
は
な
い
。
国
の
医
療
制

度
の
変
更
も
考
え
ら
れ
て
く
る

だ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、

あ
く
ま
で
も
安
曇
野
赤
十
字
病

院
が
経
営
上
の
責
任
を
と
っ
て

も
ら
う
。
病
院
の
い
っ
そ
う
の

経
営
の
効
率
化
、
自
己
資
金
の

醸
成
等
に
努
め
て
も
ら
い
、
健

全
な
経
営
に
期
待
し
、
地
域
の

基
幹
的
医
療
機
関
と
し
て
住
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
答
え
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
い
き
た
い
。

（
企
画
財
政
部
長
）
市

に
お
け
る
病
院
の
経
営
状

況
の
把
握
は
市
の
建
設
検
討
委

員
会
で
は
な
く
安
曇
野
赤
十
字

病
院
の
建
設
委
員
会
と
考
え
て

い
る
。

病
院
も
厳
し
い
経
営
で

あ
る
。
安
曇
野
市
も
経
営

計
画
、
返
済
計
画
の
提
示
を
求

め
検
討
し
、
支
援
で
き
る
も
の

は
支
援
し
て
い
く
よ
う
に
す
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
経

営
状
況
等
は
病
院
側
と
相

談
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

ま
た
合
併
特
例
債
を
使
う
場

合
は
、
経
常
収
支
が
黒
字
の
病

院
事
業
収
支
計
画
書
を
添
付
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
十
分
詰

め
て
明
確
な
数
字
で
起
債
申
請

を
す
る
。

地
域
行
事
に
対
す
る
行
政

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

今
年
か
ら
敬
老
会
及
び

保
育
園
の
入
園
、
卒
園
式

に
行
政
か
ら
の
参
加
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
敬
老
会
へ

の
補
助
金
も
無
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
敬
老
会
な
ど
地
域
の
行

事
に
行
政
が
出
席
す
る
こ
と
で

多
く
の
住
民
と
交
流
し
、
状
況

を
肌
で
感
じ
、
住
民
の
意
見
や

考
え
を
吸
い
上
げ
て
行
政
に
反

映
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
住
民
と
行
政
の

協
働
意
識
が
生
ま
れ
る
と
思

う
。
地
域
及
び
学
校
や
保
育
園

の
行
事
に
対
す
る
行
政
の
今
後

の
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
は
。

（
市
長
）
市
長
が
出
ら

れ
な
い
場
合
は
三
役
あ
る

い
は
四
役
さ
ら
に
は
部
長
、
課

長
、
支
所
長
が
対
応
し
て
い
く

べ
き
と
思
う
。
さ
ら
に
職
員
は

自
分
の
地
域
の
行
事
に
は
積
極

的
に
参
加
を
す
る
よ
う
に
す

る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
豊

科
地
区
の
敬
老
会
の
補
助

は
「
祝
い
金
」
で
あ
っ
た
の
で

18
年
度
は
実
施
し
な
い
旨
、
４

月
の
区
長
会
で
説
明
し
、
理
解

を
い
た
だ
い
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
建
替
え
計
画
は
妥
当
か

松
　
尾
　
　
　
宏

議
員

合
併
一
周
年
記
念
、
安

曇
野
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
企
画
、
実
行
組
織

は
。
ま
た
、
市
と
信
越
放
送
の

役
割
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営

す
る
に
あ
た
り
、
関
係
団
体
の

協
力
を
得
て
進
め
て
い
る
。
信

越
放
送
に
つ
い
て
は
県
内
各
地

で
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
の
実

績
が
あ
り
、
民
間
の
能
力
を
活

用
し
て
、
よ
り
内
容
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
に
す
る
た
め
に
実
行
委

員
会
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

市
と
共
に
事
務
局
を
担
当
し
て

い
る
。

市
民
団
体
の
意
見
、
参

加
者
の
要
望
等
が
反
映
さ

れ
た
本
当
の
企
画
で
あ
る
の

か
。
信
越
放
送
に
事
業
を
全
部

丸
投
げ
で
は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
市

は
現
状
の
中
で
、
よ
り
負

荷
を
か
け
る
こ
と
は
無
理
と
の

判
断
で
１
年
目
は
イ
ベ
ン
ト
が

ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
、
専
門
家
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
。

参
加
の
ブ
ー
ス
の
特
別

協
賛
金
に
つ
い
て
、
市
民

の
祭
り
で
あ
り
、
市
は
１，
３

０
０
万
円
負
担
し
て
い
る
の

か
。
ブ
ー
ス
料
が
50
万
円
か
ら

150
万
円
と
一
貫
性
が
無
い
で
は

な
い
か
。
特
に
農
産
物
を
販
売

す
る
方
に
は
無
料
で
参
加
し
て

い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
が
必
要
で

は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
県

内
外
に
安
曇
野
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
が
大
き
な
規
模
で

非
常
に
お
金
が
か
か
る
。
全
体

の
予
算
は
約
３，
０
０
０
万
円

と
考
え
る
と
、
ブ
ー
ス
料
・
協

賛
金
を
頂
か
な
い
と
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
打
て
な
い
。
今
後
こ

れ
か
ら
研
究
課
題
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。
反
省
会
等
で
充
分

意
見
を
聞
き
、
次
回
に
つ
な
が

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
の

存
続
と
今
後
に
つ
い
て

安
曇
野
祭
り
、
わ
さ
び

祭
り
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

安
曇
野
、
あ
や
め
祭
り
、
薪
能
、

ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
等
、
来
年

19
年
に
統
廃
合
と
聞
い
た
が
ど

の
よ
う
な
考
え
か
。
各
地
に
お

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史

と
伝
統
が
あ
り
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
楽
し
み
の
祭
り
で
あ

る
。

（
産
業
観
光
部
長
）
市

の
行
政
改
革
プ
ラ
ン
検
討

項
目
の
事
務
の
効
率
化
に
挙
が

っ
て
い
る
。
今
後
市
の
財
政
、

企
業
か
ら
の
協
賛
に
つ
い
て
非

常
に
厳
し
い
現
状
に
あ
る
。
関

係
者
の
意
見
を
聞
く
中
で
、
21

年
ま
で
に
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
歴
史
あ
る

祭
り
、
地
域
の
思
い
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ

ん
と
充
分
協
議
を
し
て
進
め
て

い
く
。

イ
ベ
ン
ト
と
市
職
員
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
住

民
協
働
は
市
行
政
運
営
に
大
変

重
要
で
あ
り
、
各
地
区
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
、
市
民
、
職
員
協

働
実
行
で
、
祭
り
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
一
体
感
を
は
ぐ
く

む
。
こ
れ
が
住
民
と
の
協
働
の

促
進
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

考
え
は
。

（
総
務
部
長
）
今
日
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
職
員

と
地
域
住
民
が
協
力
を
し
な
が

ら
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
行
っ
て

き
た
。
地
域
と
行
政
の
距
離
を

近
く
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
立

場
を
尊
重
し
理
解
し
合
え
る
場

と
し
て
、
非
常
に
貴
重
な
機
会

で
あ
る
。
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
基
本
目
標
を
具
体
化
し
て
い

く
た
め
の
行
動
指
針
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
も
住
民
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
役
、
協
力
者
と

し
て
地
域
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
姿

を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
頼

と
理
解
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て

い
る
。

各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
と
安
曇
野
フ
エ
ス
タ
に
つ
い
て

小
　
林
　
紀
　
之

議
員
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行
政
改
革
は
人
事
管
理

が
一
番
大
切
。
従
割
り
行

政
で
人
事
管
理
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
合
併
協

議
の
中
で
決
ま
っ
た
組
織

で
運
営
し
て
い
る
。
人
事
管
理

は
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
い

る
。

管
理
の
原
点
は
職
員
の

評
価
に
あ
る
。
職
員
の
評

価
は
し
て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
現
時
点

は
評
価
し
て
い
な
い
。
19

年
度
か
ら
人
事
評
価
制
度
を
取

り
入
れ
る
。

職
員
の
異
動
に
つ
い
て

は
、
せ
め
て
新
し
い
支
所

で
は
経
験
あ
る
部
署
に
配
属
を

望
む
声
が
あ
る
が
、
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
基
本
的

に
は
そ
れ
で
進
め
て
い

る
。

安
曇
野
市
の
経
営
に
お

い
て
、
大
切
な
人
材
、
ち

密
な
人
事
異
動
を
お
願
い
し
た

い
。
税
金
・
保
険
の
徴
収
、
取

立
て
は
、
臨
時
職
員
で
な
く
正

職
員
が
や
る
べ
き
と
思
う
が
。

（
総
務
部
長
）
組
織
機

構
を
見
直
し
検
討
す
る
。

支
所
長
の
権
限
に
つ
い
て

総
合
支
所
で
は
日
頃
ど

の
よ
う
な
考
え
で
職
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

（
豊
科
総
合
支
所
長
）

地
域
住
民
の
生
活
に
最
も

近
い
立
場
で
要
望
を
聞
き
、
迅

速
に
処
理
し
て
い
る
。

（
穂
高
総
合
支
所
長
）

市
民
の
総
合
窓
口
、
要
望

苦
情
の
解
決
を
は
か
り
、
自
治

組
織
の
区
へ
の
加
入
率
の
向
上

に
努
力
し
て
い
る
。

（
三
郷
総
合
支
所
長
）

五
つ
の
流
れ
を
豊
か
な
流

れ
に
、
を
目
標
に
地
域
の
小
さ

な
流
れ
も
大
切
に
し
て
い
る
。

（
堀
金
総
合
支
所
長
）

住
民
の
相
談
、
協
議
に
つ

い
て
、
関
係
部
と
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
の
役
割
を
し
て
い
る
。

（
明
科
総
合
支
所
長
）

住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ

か
み
、
地
域
審
議
会
の
意
見
も

集
約
し
安
曇
野
市
の
市
政
に
反

映
さ
せ
る
。

答
弁
席
で
目
が
一
番
輝

い
て
い
る
の
は
支
所
長
。

支
所
で
は
町
村
長
の
代
役
、
責

任
を
持
っ
て
支
所
を
守
っ
て
い

る
こ
の
支
所
長
の
権
限
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
は
。

（
市
長
）
総
合
支
所
長

の
あ
り
方
、
権
限
に
は
問

題
が
あ
る
。
総
合
支
所
長
は
助

役
級
に
匹
敵
す
る
。
地
位
、
権

限
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

安
曇
野
市
の
国
際
化
対
策

安
曇
野
市
在
住
の
外
国

人
は
市
人
口
の
2.4
％
、
大

半
が
納
税
者
で
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
保
育
園
に
も
入
れ

な
い
方
が
い
る
。
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
外

国
人
生
活
相
談
員
を
２
名

配
置
し
、
言
葉
や
生
活
上
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

人
が
多
い
の
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
対
応
し
て
い
る
。

国
際
的
視
野
に
立
っ
た

職
員
の
育
成
が
大
切
。
財

政
的
支
援
を
受
け
ら
れ
る
、
独

立
行
政
法
人
・
国
際
協
力
機
構

の
制
度
を
活
用
し
た
人
材
育
成

の
用
意
は
あ
る
か
。

（
総
務
部
長
）
よ
り
広

い
視
野
で
職
務
に
携
わ
る

必
要
が
あ
り
、
具
体
的
提
案
を

含
め
検
討
す
る
。

人
事
管
理
と
支
所
長
の
権
限
に
つ
い
て

大
　
月
　
晃
　
雄

議
員
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計
画
が
か
な
り
進
ん
で

い
る
の
に
、
近
隣
地
域
で

説
明
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
、
広

く
市
民
へ
の
説
明
が
な
い
の
は

問
題
で
は
な
い
か
。
施
設
の
安

全
性
や
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
旧

三
郷
村
時
代
に
広
報
紙
や

検
討
委
員
会
の
報
告
と
し
て
知

ら
せ
て
い
る
。
今
後
も
市
の
広

報
を
通
じ
て
関
心
を
喚
起
す
る

よ
う
努
め
る
。
水
素
ガ
ス
の
生

産
効
率
、連
続
運
転
の
安
全
性
、

有
害
な
タ
ー
ル
発
生
へ
の
対
応

な
ど
、
し
っ
か
り
し
た
見
通
し

を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

市
の
事
業
と
い
い
な
が

ら
、
事
業
実
施
主
体
は
民

間
出
資
の
「
安
曇
野
ブ
ル
ー
水

素
（有）
」
で
あ
る
。
２
月
設
立

の
こ
の
会
社
が
、
新
年
度
に
な

っ
て
か
ら
住
民
説
明
会
を
行
っ

た
が
、
市
が
ど
の
よ
う
に
関
与

す
る
の
か
曖
昧
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
計
画
の
進
め
方
自
体
に

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
ま

ず
は
地
元
の
皆
さ
ん
の
理

解
を
得
た
う
え
で
、
事
業
の
計

画
を
し
っ
か
り
さ
せ
な
が
ら
市

民
全
体
に
知
ら
せ
て
い
く
。

こ
の
事
業
の
計
画
自
体

が
甘
い
見
通
し
に
立
っ
た

も
の
で
、
原
材
料
の
調
達
か
ら

始
ま
っ
て
安
全
性
の
問
題
ま
で

検
討
不
充
分
で
は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
市

と
し
て
は
民
間
会
社
の
取

り
組
み
に
は
、
応
援
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
疑
問

点
は
市
民
に
知
ら
せ
な
が
ら
進

め
て
い
く
と
い
う
形
に
な
る

が
、
も
う
一
回
し
っ
か
り
検
証

す
る
必
要
も
あ
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
と
し
て
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
と
今
後
の
展
開
を
ど
う
考

え
る
か
。
現
在
５
地
域
別
々
の

サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
統
合
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

（
健
康
福
祉

部
長
）
市
は

こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
を

子
育
て
支
援
の
重

要
な
も
の
と
位
置

づ
け
、
会
員
の
拡

大
と
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
サ

ー
ビ
ス
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
の
実
績
、
積
み
重
ね
を

大
切
に
し
、
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
し
な
が
ら
、
住
民
の
主
体

性
を
優
先
し
て
考
え
て
い
く
。

こ
の
10
月
か
ら
は
、
緊
急
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を

実
施
す
る
予
定
。
病
気
の
子
ど

も
や
、
冠
婚
葬
祭
等
、
緊
急
時

の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
。

安
曇
野
市
の
子
育
て
支

援
策
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
に
し
て
は
、
予
算
の
裏

づ
け
が
少
な
い
。
専
任
の
職
員

の
配
置
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
今

後
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
こ
の
事
業
が

拡
大
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
。

三
郷
地
域
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
事
業
に
つ
い
て

小
　
林
　
純
　
子

議
員
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��

��
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��

�

木質バイオマスガス化施設の例：出雲市
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前
県
政
は
全
国
で
唯
一

借
金
を
減
ら
し
、
福
祉
・

教
育
・
環
境
に
力
を
入
れ
、
県

民
の
世
論
が
県
政
を
動
か
し
て

き
た
。
新
県
政
は
市
町
村
と
の

対
話
を
重
視
し
、
対
等
、
協
調

の
関
係
を
基
礎
に
市
の
た
め
に

理
解
、
指
導
、
支
援
を
願
う
と

す
る
市
長
の
真
意
は
。

（
市
長
）
前
県
政
に
対

す
る
手
法
は
極
め
て
憂
慮

す
る
考
え
で
み
て
き
た
。
借
金

を
減
ら
し
た
と
い
う
評
価
は
浅

い
見
方
だ
。
広
域
的
、
全
県
的

視
野
で
調
整
を
は
か
り
、
市
町

村
を
援
助
、
指
導
、
補
完
す
る

こ
と
が
県
の
立
場
と
思
う
。

村
井
知
事
は
公
共
事
業

の
点
で
道
路
、
砂
防
の
必

要
性
を
説
い
て
い
る
。
高
規
格

道
路
や
ダ
ム
の
建
設
が
当
市
に

関
係
し
て
く
る
が
ど
う
と
ら
え

て
い
る
の
か
。

（
市
長
）
地
域
の
発
展
、

健
全
な
行
財
政
の
た
め

に
、
県
と
密
接
な
連
携
関
係
を

も
ち
た
い
。
道
路
や
砂
防
、
住

民
要
望
に
沿
い
、
と
り
わ
け
防

災
関
係
は
や
っ
て
い
き
た
い
。

「
国
民
保
護
計
画
」は
必
要
か

国
民
保
護
計
画
は
武
力

攻
撃
事
態
の
時
、
市
町
村

の
対
応
を
求
め
て
い
る
が
当
市

に
必
要
性
が
あ
る
の
か
。
自
然

災
害
に
対
す
る
地
域
防
災
計
画

を
つ
く
る
の
が
先
で
は
な
い

か
。

（
市
長
）
防
災
基
本
計

画
と
の
関
連
が
あ
り
、
そ

の
延
長
線
上
に
あ
る
。
防
災
計

画
が
先
と
順
位
づ
け
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）
避
難
、

救
援
、
武
力
攻
撃
に
伴
う

被
害
の
最
小
化
の
三
つ
の
柱
が

あ
る
。
法
35
条
は
市
町
村
で
計

画
を
策
定
と
し
て
あ
る
が
、
今

年
度
は
ま
ず
地
域
防
災
計
画
を

つ
く
る
。
そ
の
後
国
民
保
護
計

画
の
検
討
に
入
り
た
い
。

市
民
税
負
担
の
弊
害
と

市
政
の
課
題

定
率
減
税
や
縮
減
の
廃

止
で
、
４
２，
６
２
７
人

に
該
当
し
、
１
億
９，
７
２
１

万
円
の
影
響
が
出
る
と
試
算
さ

れ
て
い
る
。
国
保
税
や
介
護
保

険
料
に
も
連
動
し
市
民
へ
の
影

響
は
大
き
い
。
市
の
姿
勢
は
。

（
総
務
部
長
）
高
齢
者

の
重
税
感
は
非
常
に
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
多
く

の
高
齢
者
か
ら
苦
情
の
相
談
を

受
け
た
。

（
市
民
環
境
部
長
）
国

保
税
で
は
公
的
年
金
受
給

被
保
険
者
約
１
５，
３
０
０
人

の
内
、
新
た
に
影
響
と
な
る
も

の
は
212
人
で
、
４，
７
５
６
人

の
影
響
見
込
み
で
あ
る
。

市
民
負
担
の
軽
減
、
減

免
措
置
な
ど
市
の
施
策
が

必
要
だ
。
た
と
え
ば
介
護
１
の

人
に
も
ベ
ッ
ド
の
貸
し
出
し
を

低
所
得
の
世
帯
に
は
市
で
独
自

に
設
け
た
ら
ど
う
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
基

本
的
に
は
、
介
護
の
対
象

に
な
ら
な
い
の
で
、
自
責
で
購

入
、
ま
た
は
レ
ン
タ
ル
と
な
る

が
、
症
状
に
よ
り
貸
し
出
し
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。
今
回
の
介

護
保
険
の
見
直
し
は
介
護
度
の

重
い
人
を
重
点
に
、
軽
度
の
人

は
重
症
化
し
な
い
よ
う
に
ベ
ッ

ド
や
車
イ
ス
を
な
る
べ
く
使
わ

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
制
度
で

あ
る
。

「
県
政
の
後
戻
り
許
さ
な
い
」
は
市
民
の
声

下
　
里
　
喜
代
一

議
員
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安
曇
野
市
平
和
都
市
宣

言
の
制
定
を
！

▼
平
和
記
念
祭
行
事
▼
平
和
学

習
、
研
修
で
広
島
・
修
学
旅
行

▼
郷
土
の
平
和
へ
の
取
り
組
み

―
掘
り
起
こ
し
・
紹
介
・
顕
彰

▼
歴
史
的
遺
産
の
消
滅
資
料
収

集
の
保
存
・
紹
介
・
展
示
の
対

応
は
。（

市
長
）
旧
町
村
の
宣

言
は
継
続
し
て
い
る
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
共
感
を
得
る
よ

う
盛
り
上
げ
て
、
若
い
世
代
に

気
持
ち
が
引
き
継
い
で
い
け
る

よ
う
機
会
を
と
ら
え
て
、
つ
く

っ
て
行
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）
平
和
記

念
行
事
は
き
っ
か
け
を
と

ら
え
て
前
へ
進
め
て
い
く
。

（
教
育
長
）
修
学
旅
行

で
第
５
福
竜
丸
、
東
京
大

空
襲
の
話
を
聞
く
。
中
学
は
７

校
中
２
校
が
広
島
へ
、無
言
館
、

松
代
大
本
営
見
学
な
ど
平
和
の

尊
さ
を
学
習
し
て
い
る
。
安
曇

野
市
は
偉
業
を
語
り
継
ぎ
、
体

系
的
に
資
料
に
収
集
、
資
料
収

集
で
は
中
央
図
書
館
と
の
併
設

の
案
を
検
討
し
て
い
る
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
産
科

来
年
度
４
月
め
ど
に
再
開
へ

安
曇
野
赤
十
字
病
院

（
総
合
病
院
）
と
し
て
産

婦
人
科
継
続
、
助
産
師
と
医
師

の
連
携
や
非
常
勤
医
師
の
連
携

に
よ
る
産
婦
人
科
で
の
出
産
が

で
き
る
よ
う
に
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
院

長
か
ら
、
現
在
い
る
医
師

と
助
産
師
と
の
連
携
に
よ
り
、

ま
ず
助
産
師
外
来
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
来
年
４
月
か
ら
、
産
科
病

棟
を
再
開
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

安
曇
野
市
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

来
年
度
早
期
に
安
曇
野

医
師
会
館
に
開
設

内
科
・
小
児
科

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
開

設
は
い
つ
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
安

曇
野
市
医
師
会
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
が
、
来
年

度
早
い
時
期
の
開
設
を
考
え
て

い
る
。

高
規
格
道
路
よ
り
も
現

道
の
改
良
が
優
先
で
は
な

い
か
。（

市
長
）
知
事
が
か
わ

り
、
直
ち
に
旧
に
戻
し
た

り
、
波
田
起
点
と
い
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

国
土
交
通
省
も
現
道
活
用

も
可
。
見
直
し
も
視
野
に

い
れ
て
い
く
べ
き
。

合
併
特
例
債
の
活
用
で

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に
事
業
の

発
注
で
良
い
か
？

地
域
の
事
業
者
に
発
注
し
、

市
民
の
税
金
で
暮
ら
し
を
守
る

市
の
事
業
を
す
べ
き
。

市
の
業
者
に
市
の
仕
事
が
お

り
れ
ば
雇
用
も
成
り
立
ち
、
当

然
税
金
も
市
に
入
る
。
そ
の
税

金
を
使
い
、
市
民
の
生
活
、
暮

ら
し
を
守
る
事
業
を
市
が
行
な

う
。
循
環
型
財
政
計
画
の
シ
ス

テ
ム
の
市
の
あ
り
方
が
必
要
。

反
対
に
外
の
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に

い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
に

も
な
ら
な
い
。

（
企
画
財
政
部
長
）
基

本
的
に
市
内
本
社
、
市
内

営
業
所
の
あ
る
と
こ
ろ
に
指
名

を
考
え
て
い
る
。

堀
金
保
育
園
建
設

通
学
路
、
通
園
路
の
確

保
、
住
民
説
明
会
を
き
ち

っ
と
し
、
環
境
を
生
か
し
た
建

設
を
。（

健
康
福
祉
部
長
）
建

設
検
討
委
員
か
ら
、
保
育

園
機
能
、
周
辺
道
路
設
備
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
農
振
除
外

許
可
後
、地
元
説
明
会
を
す
る
。

19
年
度
内
に
建
物
を
完
成

し
、
20
年
度
に
新
園
に
移
る
こ

と
を
目
指
す
。

松
　
澤
　
好
　
哲

議
員
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安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言
の
一
日
も
は
や
い
制
定
を
！
平
和
記
念
祭
と
平
和
教
育
を
！
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国
外
の
姉
妹
・
友
好
都
市

の
交
流
は

国
外
に
つ
い
て
、
市
長

は
８
月
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

チ
ロ
ル
州
の
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と

今
回
新
た
に
ス
イ
ス
の
サ
ー
ス

フ
ェ
ー
を
訪
問
さ
れ
た
。
そ
の

感
じ
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流

計
画
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

（
市
長
）
旧
豊
科
町
は

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と
昭
和
61

年
か
ら
の
交
流
、
平
成
５
年
姉

妹
都
市
提
携
し
て
お
り
様
々
な

交
流
を
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
こ
ち
ら
か
ら
伺
っ
て
挨
拶

す
べ
き
も
の
と
訪
問
し
た
。
先

方
の
町
長
、
友
好
会
長
と
の
会

議
の
な
か
で
、
さ
ら
に
広
く
、

深
く
交
流
し
た
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。
来
年
の
４
月
安
曇
野

市
に
お
い
て
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
か

ら
町
長
は
じ
め
関
係
者
か
ら
訪

問
い
た
だ
き
、
公
式
提
携
調
印

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

旧
三
郷
村
の
中
国
、
五
三
街

道
に
つ
い
て
は
、
あ
ち
ら
の
様

子
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
早
い
時
期
に
こ
ち
ら
か
ら

訪
問
し
て
、
今
後
の
対
応
を
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
今
回
ス
イ
ス
の
サ

ー
ス
フ
ェ
ー
を
訪
問
し
た
。
大

変
す
ば
ら
し
い
村
で
環
境
に
は

先
進
的
で
、
観
光
に
も
積
極
的

に
投
資
開
発
し
、
ま
た
、
環
境

保
全
に
は
極
め
て
厳
し
く
大
変

勉
強
に
な
る
所
で
あ
っ
た
。
し

か
し
す
ぐ
に
姉
妹
都
市
提
携
で

は
な
く
機
会
を
と
ら
え
て
何
か

行
き
来
で
き
な
い
か
考
え
て
い

る
。
他
に
も
安
曇
野
市
に
な
っ

て
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
バ
ヤ
ン
ズ
リ
フ
区
、
チ
ェ

コ
の
リ
ト
ミ
ッ
シ
ュ
ル
市
（
世

界
遺
産
指
定
）
が
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
交

流
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

国
内
の
姉
妹
・
友
好
都
市

に
つ
い
て

合
併
協
定
書
で
は
現
行

ど
お
り
新
市
に
引
継
ぎ
、

交
流
内
容
は
新
市
に
お
い
て
検

討
す
る
と
し
て
い
る
。
旧
町
村

の
交
流
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
計

画
は
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
旧
豊
科

町
は
武
蔵
野
市
と
姉
妹
提

携
し
て
お
り
市
民
祭
の
参
加
、

物
産
販
売
、
住
民
交
流
な
ど
20

年
の
交
流
が
あ
る
。

旧
穂
高
町
は
江
戸
川
区
の
保

養
施
設
穂
高
荘
が
あ
り
地
元
育

成
会
交
流
や
市
民
祭
な
ど
輪
を

広
げ
て
い
る
。
ほ
か
に
福
岡
市

の
東
区
は
安
曇
族
が
縁
で
青
少

年
交
流
事
業
な
ど
、
実
施
し
て

い
る
。

旧
三
郷
村
は
、
三
郷
の
名
が

縁
で
埼
玉
県
の
三
郷
市
、
奈
良

県
の
三
郷
町
（
さ
ん
ご
う
ち
ょ

う
）
の
三
郷
サ
ミ
ッ
ト
を
始
め

親
善
交
流
を
深
め
て
き
た
。
今

年
七
月
友
好
都
市
締
結
調
印
と

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん

だ
。旧

堀
金
村
に
お
い
て
は
神
奈

川
県
真
鶴
町
と
友
好
交
流
し
、

民
間
か
ら
始
ま
り
、
海
と
山
を

持
つ
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
交
流
を
重
ね
た
。
９
月
30

日
真
鶴
町
合
併
50
周
年
式
典
に

招
待
を
受
け
、
そ
の
席
上
で
調

印
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
だ
調
印
の
済
ん
で
い
な
い

姉
妹
友
好
都
市
に
つ
い
て
は
相

手
の
意
向
を
う
か
が
い
な
が
ら

随
時
締
結
調
印
を
進
め
て
い
き

た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

安
曇
野
市
の
姉
妹
・
友
好
都
市
に
つ
い
て

等
々
力
　
　
　
等

議
員

��

��

村
井
県
政
と
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
か
。

（
市
長
）
今
ま
で
の
公

共
事
業
の
在
り
方
な
ど
、

一
定
の
価
値
観
の
変
更
を
余
儀

な
く
し
た
旧
田
中
県
政
で
は
、

砂
防
や
ゴ
ミ
問
題
な
ど
様
々
な

問
題
が
あ
っ
た
。
村
井
県
政
も

後
戻
り
は
許
さ
な
い
と
言
っ
て

い
る
こ
と
に
評
価
を
し
つ
つ
、

遠
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
県
と
の
連
携
を
緊
密
に

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
単
な
る
要
望
や
お
ね
だ
り

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
優
先
順
位

や
取
捨
選
択
し
な
が
ら
、
主
体

性
を
持
っ
て
県
と
関
わ
れ
る
よ

う
に
、
そ
の
体
制
な
り
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
努
力
も
必
要
で

あ
る
。

豪
雨
災
害
に
お
け
る
対

応
と
課
題
に
つ
い
て
。

（
総
務
部
長
）
予
想
を

超
え
る
豪
雨
に
よ
っ
て
、

中
小
の
河
川
を
中
心
と
し
た
決

壊
や
傾
斜
地
の
土
石
流
が
頻
発

し
た
。市
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

安
曇
野
市
風
水
害
等
体
制
計
画

に
よ
り
、
事
前
警
戒
態
勢
を
講

じ
て
き
た
。
災
害
の
水
位
は
既

に
危
険
水
位
を
超
え
、
本
庁
部

局
も
現
地
を
視
察
し
、
危
険
な

状
況
と
判
断
し
、
明
科
地
域
に

現
地
対
策
本
部
、
本
庁
部
局
に

お
い
て
は
災
害
警
戒
対
策
本
部

を
設
置
し
、
各
地
域
に
お
い
て

水
防
作
業
や
避
難
勧
告
を
出
す

な
ど
災
害
対
策
を
し
て
き
た
。

現
在
無
線
基
地
局
が
本
部
に

設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
他

地
域
と
の
連
絡
手
段
が
携
帯
電

話
の
み
で
あ
り
、
迅
速
で
的
確

な
指
示
連
絡
が
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
庁
舎
が
非
常
に
手

狭
な
た
め
に
十
分
な
対
策
会
議

等
も
行
な
え
な
か
っ
た
こ
と
も

課
題
で
あ
る
。

災
害
対
策
に
お
け
る
市

民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
。

（
総
務
部
長
）
市
民
へ

の
情
報
提
供
は
防
災
無
線

に
よ
り
周
知
を
し
て
い
る
が
、

ま
だ
統
合
が
で
き
て
お
ら
ず
、

各
総
合
支
所
か
ら
発
信
を
し
て

い
る
と
言
う
の
が
現
状
で
あ

る
。
早
期
に
デ
ジ
タ
ル
化
と
併

せ
て
統
合
整
備
を
し
た
い
。
地

域
防
災
計
画
の
住
民
向
け
マ
ニ

ュ
ア
ル
も
順
次
作
成
を
し
配
布

し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
力
や

自
主
防
災
意
識
向
上
の
た
め
に

地
域
防
災
訓
練
を
推
進
す
る
。

災
害
協
定
に
つ
い
て
。

（
総
務
部
長
）
災
害
応

援
協
定
に
つ
い
て
は
、
長

野
県
市
町
村
災
害
時
総
合
応
援

協
定
、
長
野
県
消
防
相
互
応
援

協
定
が
あ
る
。
今
後
市
と
し
て

は
、
友
好
都
市
や
市
内
郵
便
局

と
の
協
定
の
締
結
、
建
設
業
組

合
と
の
協
定
を
進
め
る
。
避
難

生
活
が
長
期
化
し
た
場
合
に

は
、
生
活
必
需
品
の
確
保
が
不

可
欠
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
等
の
量
販
店
と
の
協
定

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
小
･
中

学
校
に
備
蓄
品
を
入
れ
て
置
く

防
災
倉
庫
の
整
備
も
計
画
的
に

進
め
て
い
く
。

地
域
と
行
政
と
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
の
方
針

は
。

（
総
務
部
長
）
地
域
に

馴
染
む
職
員
、
信
頼
さ
れ

る
職
員
が
基
本
で
あ
る
。
地
域

の
行
事
や
作
業
と
い
う
も
の
に

職
員
と
し
て
、
一
市
民
と
し
て

積
極
的
に
参
加
し
、
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

信
頼
と
つ
な
が
り
の
行
政
へ

藤
　
森
　
康
　
友

議
員
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豪雨災害により陥没した林道
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今
年
は
市
内
各
地
で
ク

マ
の
目
撃
情
報
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
農
作
物
の
被

害
は
言
う
に
及
ば
ず
、
人
へ
の

被
害
が
心
配
さ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
現
状
と
対
策
は
。
猿
・
鳥

に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
猟

友
会
の
協
力
で
捕
獲
檻
を

15
基
設
置
し
た
。
防
災
無

線
、
広
報
車
な
ど
に
よ
り
注
意

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
被
害
対

策
は
、
県
の
協
力
を
得
て
地
域

の
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
く
。
電

気
牧
柵
に
は
県
の
助
成
制
度
、

市
独
自
の
支
援
が
あ
る
。
個
人

で
は
効
果
が
低
い
の
で
地
域
の

協
議
に
よ
り
取
組
み
た
い
。
被

害
状
況
は
ク
マ
目
撃
件
数
46

件
、
建
物
被
害
３
件
、
農
作
物

11
件
、
捕
獲
は
18
件
。
猿
は
捕

獲
26
件
、
カ
ラ
ス
、
ス
ズ
メ
、

土
鳩
な
ど
数
量
調
査
は
有
害
鳥

獣
駆
除
対
策
協
議
会
に
依
頼
。

県
の
力
を
か
り
て
個
体
・
生
態

調
査
を
し
て
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
と
考
え
る
。
有
害
鳥
獣
駆

除
対
策
は
年
間
の
駆
除
計
画
を

立
て
進
め
て
い
る
。

捕
獲
し
た
ク
マ
を
山
へ

返
し
、
そ
れ
が
戻
っ
て
又

農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
聞
く
が
。

（
産
業
観
光
部
長
）
18

頭
捕
獲
し
て
学
習
放
獣
し

た
も
の
が
８
件
で
あ
る
。
学
習

放
獣
が
原
則
に
な
っ
て
い
る
。

予
算
は
昨
年
度
１
頭
に
つ
き
約

７
万
円
で
あ
る
。

山
林
整
備
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
昨

年
は
県
の
コ
モ
ン
ズ
支
援

金
に
よ
り
下
草
刈
り
・
間
伐
を

し
た
。
森
林
所
有
者
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
整
備
を

し
て
い
き
た
い
。

猟
友
会
と
の
関
係
・
予

算
に
つ
い
て
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
有

害
駆
除
に
対
す
る
認
識
が

深
く
、
強
い
協
力
体
制
で
あ
り

連
絡
を
密
に
し
て
い
る
。
予
算

は
市
一
本
で
補
助
し
て
い
く
。

各
地
域
の
取
組
み
に
つ
い
て
は

必
要
に
応
じ
て
支
出
す
る
。

子
供
達
に
ク
マ
よ
け
鈴

の
配
布
を
考
え
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
現

状
で
は
家
庭
で
準
備
し
て

も
ら
い
、
対
応
を
教
え
て
い
た

だ
く
。（

教
育
次
長
）
ク
マ
が

出
た
情
報
は
学
校
へ
の
通

報
に
よ
り
、
先
生
が
通
学
路
を

警
戒
す
る
対
応
を
し
て
い
る
。

結
婚
相
談
事
業
の

現
状
と
取
組
み

少
子
化
が
一
層
心
配
さ

れ
る
状
況
に
あ
る
が
、
こ

れ
は
結
婚
問
題
を
ぬ
い
て
は
語

れ
な
い
。
国
の
調
査
に
よ
る
と

結
婚
希
望
が
あ
っ
て
も
適
当
な

相
手
に
め
ぐ
り
あ
わ
な
い
と
言

う
。
現
状
と
課
題
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
18

年
度
は
社
会
福
祉
協
議
会

へ
委
託
し
各
地
域
４
人
計
20
人

の
相
談
員
連
絡
会
を
開
き
情
報

交
換
を
し
て
い
る
。
結
婚
を
希

望
し
て
い
る
人
の
多
く
は
30
代

後
半
以
降
の
男
性
で
あ
る
。
登

録
者
は
女
性
が
極
め
て
少
な
い

た
め
、ま
と
め
る
の
が
難
し
い
。

広
域
的
に
相
談
所
に
出
か
け
て

情
報
を
得
て
い
る
。
今
後
は
相

談
件
数
の
多
い
豊
科
・
穂
高
地

域
の
開
催
頻
度
を
上
げ
て
い

く
。
相
談
は
、
今
ま
で
の
状
況

を
分
析
し
、
出
会
い
の
集
い
な

ど
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。

福
井
県
で
は
相
談
員
を

増
員
し
、
又
理
美
容
組
合

に
お
願
い
し
て
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
お
か
せ
て
も
ら
い
、

結
婚
が
増
え
て
い
る
と
聞
く

が
、
市
で
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
集

い
の
機
会
を
増
や
す
と
か

で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
の
状
況
は

平
　
林
　
M

子

議
員
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土
地
利
用
規
制
の
統
一

は
合
併
後
５
年
以
内
を
目

標
と
し
て
い
る
が
、
取
組
み
の

現
状
は
ど
う
か
。

（
市
長
）
新
市
の
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組

む
。
個
人
の
権
利
と
深
く
係
わ

る
た
め
、
い
か
に
住
民
の
合
意

を
得
る
か
が
大
事
。
素
晴
ら
し

い
地
域
が
乱
開
発
で
価
値
を
下

げ
ぬ
よ
う
、
全
市
的
な
統
一
化

に
向
け
全
力
を
あ
げ
る
。

（
都
市
建
設
部
長
）
土

地
利
用
構
想
調
査
専
門
委

員
会
を
組
織
し
、
７
月
に
初
会

合
を
し
た
。
23
年
４
月
の
統
一

制
度
実
施
を
目
標
に
、
20
年
ま

で
に
方
針
を
打
ち
出
し
、
22
年

末
ま
で
に
制
度
化
へ
の
手
続
き

を
済
ま
せ
た
い
。
ま
た
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
市
民
検

討
委
員
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

開
い
て
議
論
を
深
め
た
い
。

統
一
制
度
実
施
ま
で
の

対
応
は
、
規
制
緩
や
か
な

地
域
で
の「
か
け
こ
み
乱
開
発
」

の
防
止
と
、
市
街
化
調
整
区
域

内
の
開
発
行
為
（
法
34
条
の
活

用
）
の
弾
力
的
な
運
用
が
必
要

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
乱

開
発
を
防
ぐ
た
め
に
必
要

な
対
策
を
講
じ
、
段
階
的
に
同

一
の
手
法
に
移
行
で
き
る
よ
う

工
夫
が
必
要
。
開
発
行
為
の
弾

力
的
運
用
に
つ
い
て
は
、
規
制

の
統
一
を
検
討
し
て
い
る
な
か

で
は
混
乱
を
招
く
の
で
、
今
そ

の
時
期
で
は
な
い
。

田
園
都
市
づ
く
り
を
実

現
す
る
に
は
安
易
な
農
振

除
外
は
避
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

（
市
長
）
農
業
振
興
地

域
の
除
外
は
地
域
に
よ
っ

て
規
制
が
緩
ん
で
い
る
。
今
ま

で
以
上
に
慎
重
に
行
う
べ
き
。

新
農
業
委
員
会
に
お
願
い
し
て

い
る
。

豊
科
IC
周
辺
の
開
発
を

豊
科
IC
東
地
区
で
は
、

現
在
地
権
者
が
ま
と
ま
っ

て
開
発
の
方
向
に
つ
い
て
市
の

指
導
を
求
め
て
い
る
。
安
曇
野

の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地

利
用
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
市
長
）
市
に
も
直
接

要
望
が
あ
っ
た
。
現
状
は

理
解
で
き
る
が
、
農
振
除
外
が

極
め
て
厳
し
い
。
今
後
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
は
全
市
的
に
調

査
し
な
が
ら
、
統
一
的
に
行
っ

て
い
く
。

（
都
市
建
設
部
長
）
早

急
な
対
応
は
難
し
い
。
現

在
新
し
い
土
地
利
用
の
手
法
を

検
討
し
て
い
る
が
、
こ
の
な
か

に
加
え
て
検
討
し
て
い
く
。

豊
科
IC
西
口
道
路
の
信

号
機
設
置
が
遅
れ
て
い
る

が
、
地
域
住
民
の
安
全
を
配
慮

し
た
交
通
安
全
施
設
整
備
を
早

急
に
さ
れ
た
い
。

（
都
市
建
設
部
長
）
住

民
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
今
後

の
市
の
道
路
行
政
の
基
本
と
し

て
い
く
。
信
号
機
の
設
置
は
今

年
度
整
備
す
る
予
定
で
、
公
安

委
員
会
、
関
係
機
関
、
地
元
関

係
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

都
市
計
画
街
路
の
見
直
し

開
発
困
難
と
思
わ
れ
る

計
画
街
路
の
計
画
変
更

（
廃
止
の
方
向
で
）
の
検
討
は
。

例：

豊
科
中
央
通
線

（
都
市
建
設
部
長
）
都

市
計
画
街
路
は
昭
和
30
年

代
に
決
定
さ
れ
た
も
の
が
多

く
、
決
定
当
時
と
は
社
会
情
勢

が
変
化
し
て
い
る
。
合
併
に
伴

な
う
土
地
利
用
の
検
討
と
平
行

し
て
、
実
現
困
難
な
路
線
の
廃

止
等
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

安
曇
野
市
の
土
地
利
用
規
制
の
統
一
に
つ
い
て

山
　
田
　
高
　
久

議
員
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穂
高
地
域
以
外
に
も
幼

稚
園
の
設
置
を
希
望
す
る

声
が
あ
る
。
国
で
「
認
定
こ
ど

も
園
」
が
制
度
化
さ
れ
る
が
、

既
存
の
保
育
園
に
幼
稚
園
機
能

を
付
加
す
る
形
の
「
認
定
こ
ど

も
園
」
設
置
に
つ
い
て
市
の
考

え
は
。（

健
康
福
祉
部
長
）
当

市
に
お
い
て
は
、
保
育
園

の
待
機
児
童
が
い
な
い
こ
と
、

既
存
の
保
育
園
施
設
の
規
模
で

は
、
新
た
に
幼
稚
園
部
門
の
児

童
を
預
か
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
現
在
直
ち

に
、
既
存
の
保
育
園
を
「
認
定

こ
ど
も
園
」
に
移
行
す
る
考
え

は
持
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
県

で
条
例
制
定
が
予
定
さ
れ
て
お

り
そ
の
内
容
を
精
査
す
る
と
と

も
に
、
県
内
の
動
き
を
注
目
し

て
い
き
た
い
。

幼
保
一
元
化
等
の
子
育

て
支
援
策
が
厚
労
省
と
文

科
省
の
連
携
で
行
な
わ
れ
て
い

る
が
、市
で
の
取
組
み
部
署
は
。

ま
た
、
幼
時
教
育
、
子
育
て
支

援
等
の
窓
口
を
一
本
化
し
た
、

「
子
ど
も
育
成
課
」
等
の
設
置

の
考
え
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
政

府
与
党
に
幼
時
教
育
の
義

務
化
検
討
の
動
き
も
あ
る
の

で
、
教
育
部
門
と
の
連
携
を
密

に
し
、
今
後
の
動
向
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
。

放
課
後
の
子
供
達
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
来
年
度
よ
り

実
施
さ
れ
る
と
い
う
国
の
「
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
に
つ
い

て
の
市
の
取
り
組
み
は
。

（
教
育
長
）
当
プ
ラ
ン

は
、
現
在
は
国
も
概
算
要

望
の
段
階
で
あ
る
。
空
き
教
室

や
人
材
確
保
等
の
課
題
も
あ

り
、
来
年
度
か
ら
一
斉
実
施
で

き
る
状
況
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
現
在
社
会
の

要
請
等
を
考
え
れ
ば
、
今
後
、

当
市
に
お
い
て
も
、
小
学
校
の

放
課
後
管
理
体
制
、
児
童
館
、

児
童
ク
ラ
ブ
事
業
、
地
域
で
の

子
ど
も
育
成
事
業
に
つ
い
て
、

当
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
研
究
・
検
討
し
、
方
向
を
決

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。出

産
一
時
金
に
つ
い
て

は
10
月
か
ら
30
万
円
よ
り

35
万
円
に
引
き
上
げ
が
決
定
さ

れ
、そ
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
、

保
険
者
か
ら
直
接
医
療
機
関
に

直
接
支
払
う
方
式
へ
の
改
善
策

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
改

善
策
は
、
保
険
者
と
医
療
機
関

が
同
意
し
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次

実
施
す
る
と
い
う
任
意
の
取
り

組
み
と
な
っ
て
お
り
、
分
娩
費

用
の
一
時
的
立
替
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、
国
保
の
保
険
者
で

あ
る
市
と
し
て
、
早
期
に
実
施

を
要
望
し
た
い
。

（
市
民
環
境
部
長
）
被

保
険
者
の
一
時
的
負
担
の

軽
減
と
な
り
、
子
育
て
支
援
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の

課
題
は
あ
る
が
、
医
師
会
と
も

協
議
し
て
、
実
施
す
る
方
向
で

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て

現
在
の
進
捗
状
況
お
よ

び
今
後
の
見
通
し
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
市

民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

観
光
実
態
調
査
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
地
域
で
の
聞
き
取
り
調

査
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
地
域
の

思
い
や
願
い
を
集
約
し
各
地
域

の
連
携
を
図
る
新
た
な
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

検
討
を
進
め
、
19
年
度
中
に
は

試
行
運
行
を
開
始
し
た
い
。
運

行
開
始
に
伴
う
費
用
面
で
は
、

国
交
省
の
バ
ス
利
用
促
進
等
総

合
対
策
補
助
金
や
県
の
市
町
村

合
併
特
例
交
付
金
な
ど
を
視
野

に
い
れ
、
準
備
を
進
め
た
い
。

運
行
後
に
お
い
て
も
、
市
民
や

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
評

価
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り

良
い
シ
ス
テ
ム
に
育
て
て
い
き

た
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

松
　
森
　
幸
　
一

議
員
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道
路
等
、
旧
町
村
界
の

整
備
上
の
差
、
あ
る
い
は

整
備
改
良
が
進
ん
で
い
な
い
と

こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
行
政
が
そ

れ
ぞ
れ
で
あ
っ
た
結
果
で
は
あ

る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
そ
の
実
態
を
把
握
し
て

対
策
す
べ
き
で
あ
る
が
。

（
都
市
建
設
部
長
）
旧

町
村
界
に
お
け
る
市
道
の

整
備
状
況
に
差
が
あ
っ
た
こ
と

は
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
っ

た
。
現
時
点
で
詳
細
を
把
握
す

る
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
が
、
今
後
、
現
状
の
把
握
を

し
、
緊
急
性
、
必
要
性
、
ま
た

地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
き
た
い
。
な
お
、
対
応
の

前
段
と
な
る
道
路
台
帳
の
統
合

作
業
は
鋭
意
進
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
線
が
地
域
に
果
た

し
て
い
る
役
割
は
大
き

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
に

と
っ
て
踏
切
の
改
良
は
、
重
要

で
あ
る
。
改
良
に
は
二
つ
の
視

点
が
必
要
。
一
つ
は
、
地
域
を

分
断
し
て
い
る
小
踏
切
の
ケ
ー

ス
。
二
つ
は
、
利
便
性
・
安
全

性
・
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

の
立
体
交
差
化
の
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
す

る
。

（
都
市
建
設
部
長
）。
踏

切
は
交
通
の
遮
断
、
交
通

安
全
上
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
踏
切
改
良
は
、
多
く
の
資

金
を
要
し
、
地
元
の
合
意
も
肝

要
で
あ
り
、
か
な
り
の
年
月
も

要
す
る
が
、
旧
町
村
に
お
い
て

も
取
り
組
ん
だ
経
過
も
あ
り
、

踏
切
の
広
狭
、
拡
幅
、
小
踏
切

の
事
故
対
策
な
ど
も
含
め
、
必

要
性
な
ど
充
分
に
吟
味
し
、
早

い
時
期
か
ら
検
討
し
た
い
。

教
育
支
援
体
制
強
化
を

“子
ど
も
に
夢
を
”
の
視

点
か
ら
、
そ
の
支
援
の
ひ

と
つ
に
校
外
活
動
施
設
の
充
実

が
あ
り
、
旧
施
設
の
活
用
に
加

え
て
、「
夢
」
を
標
榜
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
天

平
の
森
天
文
台
の
充
実
と
、
近

辺
の
自
然
を
生
か
し
た
施
設
整

備
に
併
せ
、
自
然
環
境
の
学
習

活
動
活
用
を
提
案
し
た
い
。

（
教
育
次
長
）
放
課
後

子
ど
も
プ
ラ
ン
の
前
身
と

し
て
の
活
動
は
、
天
体
観
察
や

合
宿
な
ど
す
で
に
行
な
っ
て
い

る
。
体
験
を
通
し
た
広
い
交
流

は
重
要
で
あ
り
、
啼
鳥
山
荘
、

鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
な
ど
の
活

用
を
促
進
し
つ
つ
、
啓
発
、
広

報
を
し
な
が
ら
提
案
に
つ
い
て

は
長
期
的
な
視
点
で
検
討
し
た

い
。

学
業
や
環
境
な
ど
を
起

因
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
子

ど
も
の
悩
み
に
対
し
、
地
域
を

含
む
支
援
の
必
要
を
感
ず
る
。

現
状
と
考
え
方
に
つ
い
て
お
伺

い
し
た
い
。

（
教
育
長
）
不
登
校
を

一
例
と
し
て
、
子
ど
も
の

悩
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
苦

慮
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、

精
神
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
よ
う
、
教
員
の
配
置
な
ど
に

配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
市
単
独

事
業
と
し
て
支
所
教
育
課
に
教

育
相
談
員
を
置
く
と
と
も
に
、

け
や
き
の
家
の
充
実
等
に
つ
と

め
て
い
る
が
、
今
後
も
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
適
切
な
支
援
に

と
り
く
む
よ
う
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

交
通
の
利
便
性
向
上
な
ど
、
生
活
環
境
整
備
を

宮
　
澤
　
孝
　
治

議
員
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◆
旧
穂
高
小
学
校
跡
地

旧
穂
高
小
学
校
跡
地
に

つ
い
て
、
図
書
館
を
核
と

し
て
文
化
施
設
を
考
え
る
な
ら

文
化
ゾ
ー
ン
の
な
か
で
、
交
通

に
便
利
な
と
こ
ろ
を
考
慮
に
い

れ
る
べ
き
だ
。

跡
地
は
、
一
部
公
園
と
グ
ラ

ン
ド
の
状
況
に
あ
り
、
現
在
ま

で
社
会
教
育
の
場
と
し
て
子
供

た
ち
が
有
効
活
用
し
て
来
た
。

将
来
も
災
害
時
等
の
非
難
場

所
を
兼
ね
た
空
間
地
と
し
て
、

残
し
て
お
い
て
は
ど
う
か
。

（
穂
高
総
合
支
所
長
）

こ
の
跡
地
は
（
仮
称
）
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て

取
得
。
旧
穂
高
町
議
会
の
議
決

を
経
て
お
り
、
取
得
資
金
は
、

国
交
省
の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
」
を
活
用
。
図
書
館
を
核
と

し
、
顕
彰
施
設
ホ
ー
ル
等
を
計

画
し
た
。
そ
の
後
市
で
検
討
が

さ
れ
て
い
る
。

（
教
育
長
）
地
域
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
施
策
検
討
委
員
会

で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点

で
の
検
討
経
過
で
は
、
大
幅
な

事
業
変
更
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

◆
明
科
・
押
野
山
土
取
場
跡
地

（
市
営
球
場
建
設
の
提
案
）

安
曇
野
市
に
は
球
場
が

な
い
。
球
界
関
係
者
始
め

市
民
に
は
、
市
民
が
集
う
総
合

球
場
建
設
の
期
待
が
あ
る
。

三
月
議
会
で
明
科
・
押
野
山

土
取
場
跡
地
を
活
用
し
て
球
場

建
設
を
提
案
し
た
が
、
市
長
は

前
向
き
な
考
え
で
あ
っ
た
。
早

期
実
現
の
為
に
も
、
調
査
費
計

上
し
て
検
討
に
入
っ
て
は
ど
う

か
。

（
市
長
）
期
待
に
応
え

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
道
路
そ
の
他
必
要
基
盤

整
備
も
相
当
必
要
だ
ろ
う
と
感

ず
る
。
様
々
な
事
業
を
抱
え
て

い
る
の
で
慎
重
に
検
討
し
、
期

待
に
応
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。穂

高
広
域
「N
E
D
O

」
に

よ
る
実
験
事
業
の
取
組

を
伺
う

N
E
D
O

の
実
験
事
業
に

つ
い
て
「
行
政
の
取
り
組

み
」「
実
験
に
必
要
な
生
ご
み

の
収
集
方
法
」「
収
集
の
地
域

範
囲
」「
一
日
当
た
り
の
必
要

量
」「
実
験
稼
動
の
時
期
」
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

（
市
民
環
境
部
長
）
基

本
的
に
は
、
実
験
施
設
の

整
備
と
運
営
を
組
合
が
行
い
、

実
験
に
必
要
な
生
ご
み
な
ど
収

集
運
搬
は
、安
曇
野
市
が
行
う
。

一
日
に
必
要
な
量
は
、
約
７
ト

ン
（
家
庭
系
4.2
ト
ン
、
事
業
系

2.8
ト
ン
）。
収
集
地
域
は
、
豊

科
・
穂
高
地
域
各
３
千
世
帯
の

６
千
世
帯
を
対
象
と
し
、
現
在

数
ヶ
所
の
区
に
、
区
長
を
通
じ

折
衝
の
段
階
。
実
験
開
始
時
期

は
若
干
遅
れ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
来
年
の
二
月
ご
ろ
を
予
定

し
て
い
る
。

最
終
処
分
場
選
定
に

つ
い
て
市
の
考
え
は

最
終
処
分
場
選
定
に
つ

い
て
は
、
関
心
の
あ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
最
終
処
分
を
民
間
委
託

し
て
い
る
が
、
費
用
は
年
間
１

億
５
千
万
円
。
地
域
内
で
出
す

ご
み
の
最
終
処
分
は
、
地
域
内

で
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

（
市
長
）
一
般
廃
棄
物

の
処
理
・
処
分
は
、
市
町

村
固
有
の
責
務
で
あ
る
。「
自

区
内
処
理
の
原
則
に
よ
り
、
組

合
管
内
に
最
終
処
分
施
設
を
確

保
し
将
来
に
わ
た
り
適
正
に
管

理
す
る
」
は
、
い
わ
ゆ
る
公
共

関
与
と
い
う
こ
と
で
地
域
の
皆

様
方
の
「
安
心
・
安
全
」
の
上

か
ら
も
欠
か
せ
な
い
。
組
織
市

町
村
全
体
で
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

遊
休
地
の
有
効
活
用
は
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市
財
政
関
連
の
指
標
・

指
数
に
つ
い
て
は
、
折
に

触
れ
周
知
さ
れ
て
お
り
、
他
自

治
体
と
の
比
較
も
さ
れ
て
い
る

の
で
、
全
国
、
ま
た
県
内
に
お

け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
把
握
で
き

て
い
る
。
し
か
し
、
市
民
の
日

常
生
活
に
密
着
し
た
各
種
施
策

に
関
す
る
指
標
・
数
値
の
比

較
、
即
ち
相
対
的
な
競
争
力
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
他
自
治
体
と
の
比
較

優
位
、
劣
位
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
は
重
要
と
思
う
が
ど
う

か
。
中
信
４
市
で
の
比
較
を
い

く
つ
か
の
例
で
示
さ
れ
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
介

護
保
険
料
の
基
準
額
の
市

民
税
本
人
非
課
税
の
関
係
で

は
、
松
本
・
塩
尻
よ
り
は
低
い

が
、
大
町
よ
り
は
高
い
。
保
育

料
は
、
一
番
加
入
者
の
多
い
第

５
階
層
に
つ
い
て
い
え
ば
国
の

基
準
額
よ
り
は
低
い
が
、
他
市

よ
り
は
若
干
高
め
で
あ
る
。

（
教
育
次
長
）
給
食
費

に
つ
い
て
は
、
安
曇
野
市

で
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で

平
均
値
で
の
比
較
と
な
る
。
小

学
校
で
は
松
本
・
大
町
よ
り
は

高
く
、
塩
尻
と
ほ
ぼ
同
額
、
中

学
校
で
も
同
様
の
状
況
で
あ

る
。

（
都
市
建
設
部
長
）
道

路
改
良
率
は
高
い
方
か

ら
、
松
本
・
安
曇
野
・
塩
尻
・

大
町
の
順
と
な
り
、舗
装
率
は
、

松
本
・
塩
尻
・
大
町
・
安
曇
野

と
な
っ
て
い
る
。

他
に
も
基
本
健
康
診
断

費
、
中
小
企
業
融
資
限
度

額
・
利
率
・
期
間
、
上
下
水
道

使
用
料
・
普
及
率
、
公
民
館
講

座
の
受
講
料
な
ど
様
々
あ
る
と

思
う
の
で
要
望
し
て
お
く
。

今
後
の
市
政
に
お
け
る
、
行

政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
・

実
施
過
程
の
中
で
設
定
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
目
標
等
に
つ
い
て

も
、
他
自
治
体
と
の
比
較
が
な

さ
れ
、
安
曇
野
市
が
ど
の
よ
う

な
位
置
に
あ
る
の
か
適
宜
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
。

（
総
務
部
長
）
当
該
プ

ラ
ン
の
中
に
そ
の
性
格
上

他
と
の
比
較
が
容
易
か
ど
う
か

見
極
め
つ
つ
、
将
来
に
向
け
自

治
体
間
に
お
け
る
競
争
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
は
不
可
欠
と
考

え
る
。（

市
長
）
自
治
体
間
の

競
争
と
い
う
視
点
は
今
後

大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
政

策
、
施
策
を
合
わ
せ
、
住
民
は

お
ろ
か
全
国
の
人
が
こ
れ
に
対

し
、
判
断
を
下
し
、
自
治
体
を

評
価
し
、
選
択
し
て
ゆ
く
時
代

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
か

に
し
て
多
く
の
方
々
の
期
待
に

応
え
て
ゆ
け
る
か
、
肝
に
銘
じ

て
進
め
て
ゆ
く
。

黒
沢
川
〜
万
水
川
の
管

理
排
水
路
〜
万
水
川
流
域

の
下
流
域
で
起
き
た
災
害
は
人

災
で
は
な
い
の
か
。
こ
の
流
域

の
治
水
に
対
し
、
県
は
「
万
水

川
は
い
ま
だ
河
川
改
修
が
完
了

し
て
お
ら
ず
、
黒
沢
川
の
水
を

万
水
川
に
流
す
と
未
改
修
地
域

で
洪
水
の
危
険
性
が
高
い
。」

と
認
識
し
て
い
る
。
市
は
こ
の

流
域
の
管
理
体
制
と
組
織
お
よ

び
堀
廻
堰
に
あ
る
４
つ
の
ゲ
ー

ト
の
操
作
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
黒

沢
川
と
万
水
川
は
県
が
維

持
管
理
し
て
お
り
、
あ
づ
み
野

排
水
路
は
維
持
管
理
を
県
が
安

曇
野
・
松
本
行
政
組
合
に
委
託

し
て
い
る
。

（
産
業
観
光
部
長
）
ゲ

ー
ト
の
操
作
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
は
な
い
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
管
理
規
則
、
業

務
日
誌
な
ど
な
い
状
況
下
で
、

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の

維
持
管
理
を
し
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

安
曇
野
市
の
相
対
的
競
争
力
に
つ
い
て
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教
育
基
本
法
改
正
を
め

ぐ
り
、
教
育
の
あ
り
方
、

教
育
と
行
政
の
あ
り
方
の
問
題

が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

動
き
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

（
市
長
）
教
育
基
本
法

に
よ
り
国
民
の
教
育
水
準

が
向
上
し
、
社
会
の
発
展
の
原

動
力
に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い

る
。
し
か
し
制
定
以
来
、
一
度

も
改
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
取
り
巻
く
状

況
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
一

度
見
直
し
検
討
し
て
み
る
時
期

に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

（
教
育
長
）
基
本
的
に

は
市
長
の
言
う
通
り
と
考

え
る
。
国
政
の
場
で
十
分
な
議

論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
強

い
関
心
を
持
っ
て
注
目
し
て
い

き
た
い
。愛

国
心
通
知
表
が
、
内

心
的
な
問
題
と
し
て
議
論

に
な
っ
た
が
、
市
で
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

（
教
育
長
）
学
校
で
使

わ
れ
て
い
る
通
知
表
に
そ

う
い
う
項
目
が
あ
る
と
聞
い
て

い
な
い
。

政
府
案
に
徳
目
と
い
う

の
が
設
け
ら
れ
、
愛
国
心

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
内
心
の

問
題
に
つ
い
て
教
育
現
場
に
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
。

（
教
育
長
）
非
常
に
難

し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
法

律
が
成
立
す
れ
ば
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
政

の
議
論
を
注
目
し
て
い
き
た

い
。

来
年
度
か
ら
全
国
一
律

に
行
な
わ
れ
る
テ
ス
ト
が

予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
事

実
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

（
教
育
長
）
そ
の
よ
う

に
聞
い
て
い
る
。
そ
の
結

果
を
ど
の
よ
う
に
み
て
、
ど
う

生
か
し
て
い
く
か
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
。

昭
和
60
年
代
に
行
な
わ

れ
批
判
を
浴
び
て
中
止
に

な
っ
た
。
競
争
社
会
を
助
長
す

る
悪
害
し
か
な
い
と
思
う
。
東

京
都
で
行
な
わ
れ
て
、
学
校
毎

の
ラ
ン
ク
付
け
が
さ
れ
大
問
題

に
な
っ
た
。も
う
一
点
日
の
丸
、

君
が
代
に
つ
い
て
市
の
中
で
強

制
的
な
こ
と
は
あ
る
の
か
。

（
教
育
長
）
国
旗
、
国

歌
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
現
在
当
然
な
こ
と
と
し

て
受
け
と
め
ら
れ
て
、
小
・
中

学
校
で
も
普
通
に
行
な
わ
れ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
で
こ
う
し

ろ
と
か
は
指
示
し
て
い
な
い
。

障
害
者
事
業
へ
の
支
援
は

10
月
か
ら
障
害
者
の
地

域
生
活
支
援
事
業
が
動
き

出
す
が
、
調
査
を
し
て
実
態
を

つ
か
ん
で
、
き
ち
っ
と
説
明
を

し
て
、
施
策
を
講
じ
る
こ
と
を

要
望
し
て
き
た
が
、
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
き
た
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
在

宅
の
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
の
程
度
区
分
の
認

定
調
査
を
し
て
き
た
が
、
現
在

受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
そ
の

ま
ま
受
け
ら
れ
る
と
い
う
状
態

で
あ
る
。今
後
の
動
向
と
し
て
、

施
設
入
所
者
の
地
域
移
行
が
進

ん
で
お
り
、
安
心
し
て
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
。
地
域
生
活
支
援
事
業
の
自

己
負
担
に
つ
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
移
動

支
援
事
業
な
ど
自
己
負
担
な
し

と
し
た
。
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

通
所
の
負
担
は
工
賃
の
３
％
と

す
る
。
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戦
後
最
大
と
言
わ
れ
る

農
政
改
革
の
柱
と
し
て
導

入
さ
れ
る
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
に
係
わ
っ
て
、
安
曇
野

市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

内
容
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
19

年
度
か
ら
始
ま
る
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
や
米
の
生

産
調
整
の
取
り
組
み
、
認
定
農

業
者
の
農
業
改
善
計
画
認
定
審

査
な
ど
、
地
域
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
の
連
携
を
図
る
た
め
に
活

動
し
て
い
る
。
当
面
、
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
に
向
け
、

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
集
落
懇
談
会

で
の
説
明
会
や
対
策
加
入
申
請

に
向
け
た
説
明
会
を
実
施
し
て

い
る
。

小
規
模
農
家
へ
の
補
助

的
な
も
の
と
、
加
入
促
進

の
状
況
、
Ｊ
Ａ
と
の
協
力
関
係

は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
毎

年
の
生
産
量
、
品
質
に
基

づ
く
生
産
条
件
不
利
補
正
交
付

金
（
緑
の
政
策
、
黄
の
政
策
と

言
わ
れ
る
交
付
金
）の
二
つ
と
、

収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金
を

合
わ
せ
て
三
つ
の
交
付
金
が
あ

る
。

安
曇
野
市
水
田
農
業
推

進
協
議
会
の
設
立
に
つ
い

て
、
ま
た
、
内
容
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
10

月
中
旬
を
め
ど
に
立
ち
上

げ
る
予
定
。
こ
の
協
議
会
は
、

新
た
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
を

地
域
に
構
築
し
、
機
能
さ
せ
て

い
く
組
織
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
市
、
国
、
県
関
係
機
関
、

実
需
者
、
消
費
者
及
び
Ｊ
Ａ
、

集
荷
団
体
等
の
生
産
調
整
方
針

作
成
者
の
実
効
あ
る
形
で
の
参

画
の
も
と
、
生
産
調
整
方
針
作

成
者
間
の
調
整
及
び
同
作
成
者

の
主
体
的
な
需
給
調
整
を
支
援

し
、
生
産
数
量
の
配
分
の
一
般

ル
ー
ル
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
地
域
全
体
の
調
整
機
関
と

し
て
役
割
を
果
た
す
。
消
費
者

に
評
価
の
高
い
米
づ
く
り
と
と

も
に
転
作
作
物
の
生
産
振
興

等
、
Ｊ
Ａ
等
の
生
産
調
整
方
針

制
作
者
の
役
割
は
本
当
に
大
き

い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

御
宝
田
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
の
復
旧
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
烏

川
に
つ
い
て
は
富
田
橋
下

流
、
橋
爪
橋
下
流
等
で
護
岸
に

被
災
が
あ
っ
た
。
国
の
災
害
査

定
を
受
け
て
復
旧
工
事
を
行

う
。

（
教
育
次
長
）
御
宝
田

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、
湧

水
池
に
つ
い
て
は
約
１，
６
０

０
万
円
ほ
ど
を
補
正
予
算
に
提

案
し
て
い
る
。

交
流
事
業
に
つ
い
て

ス
イ
ス
の
サ
ー
ス
フ
ェ

ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク

ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と
の
提
携
に
つ
い

て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

（
市
長
）
ク
ラ
ム
ザ
ッ

ハ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
友
好
協
定
を
し
て
い
く
。
来

年
の
４
月
頃
に
協
定
書
の
調
印

式
を
行
い
た
い
。
サ
ー
ス
フ
ェ

ー
は
、
観
光
開
発
に
積
極
的
な

の
で
、
当
市
と
し
て
も
交
流
の

中
で
学
ん
で
い
き
た
い
。
具
体

的
に
は
こ
れ
か
ら
逐
次
構
築
し

て
い
く
。

農
業
政
策
に
つ
い
て吉
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分
庁
方
式
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
総
括

は
で
き
て
い
る
か
。

（
市
長
）
合
併
時
に
お

い
て
物
理
的
に
本
庁
舎
の

規
模
と
な
る
庁
舎
が
存
在
し
な

か
っ
た
わ
け
で
、
分
庁
方
式
は

や
む
を
え
な
い
選
択
で
あ
っ

た
。
そ
の
認
識
の
中
で
総
合
支

所
の
重
要
性
も
論
じ
ら
れ
る
べ

き
で
、
例
え
ば
５
カ
所
何
処
で

で
も
印
鑑
証
明
等
の
書
類
が
入

手
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
既
に
発

生
し
て
い
る
。
実
際
の
職
務
の

執
行
等
に
当
た
っ
て
は
、
分
庁

方
式
で
は
行
政
の
合
理
化
、
ス

リ
ム
化
は
大
変
難
し
い
問
題

で
、
特
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
の

バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
そ
れ
が
言

え
る
。

今
の
答
弁
か
ら
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
よ
り
考

慮
し
て
本
庁
舎
の
建
設
を
視
野

に
入
れ
て
具
体
化
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

（
総
務
部
長
）
各
部
に

関
す
る
話
題
、
あ
る
い
は

協
議
等
そ
れ
ぞ
れ
の
庁
舎
へ
出

向
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
も

多
々
有
る
が
、
情
報
の
伝
達
等

に
つ
い
て
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
し

か
し
、
や
は
り
職
員
の
意
識
、

問
題
の
共
有
化
、
意
識
統
一
と

い
っ
た
点
で
は
多
少
希
薄
に
な

っ
て
い
る
。
行
政
の
効
率
化
と

い
っ
た
観
点
に
立
て
ば
非
効
率

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

特
に
市
長
が
重
点
施
策

に
挙
げ
て
い
る
少
子
化
時

代
の
教
育
、
そ
の
窓
口
た
る
教

育
委
員
会
や
市
長
、
助
役
を
始

め
と
す
る
本
部
中
枢
、
我
々
議

会
、
危
機
管
理
室
等
は
市
の
顔

と
し
て
市
民
に
明
ら
か
な
場
所

に
ま
と
ま
っ
て
在
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
本
庁
舎

に
つ
い
て
は
今
す
ぐ
に
と

は
い
か
な
い
が
、
今
回
の
水
害

の
教
訓
と
し
て
、
危
機
管
理
室

は
暫
定
的
で
は
あ
る
が
、

現
在
の
上
下
水
道
部
の

隣
に
消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
物
が

あ
る
の
で
、
広
く
て
強

度
的
に
も
か
な
り
強
く
、

使
い
勝
手
も
よ
い
の
で
、

こ
こ
に
移
し
て
機
能
さ

せ
た
い
。そ

の
方
向
で
早

速
に
対
策
を
講
じ

て
ほ
し
い
。
も
う
一
点
、

そ
の
他
の
重
要
部
署
の

統
一
的
配
置
の
可
能
性
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

（
市
長
）
具
体
的
に
は

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
本

音
と
し
て
教
育
長
や
教
育
次
長

か
ら
聞
い
て
い
る
の
で
、
総
合

的
に
何
と
か
し
な
く
て
は
と
考

え
て
い
る
。
例
え
ば
市
長
室
に

つ
い
て
は
、
海
外
の
お
客
様
、

あ
る
い
は
他
県
か
ら
の
大
勢
の

お
客
様
等
に
対
応
し
か
ね
る
現

状
で
あ
る
。
こ
こ
堀
金
庁
舎
の

２
階
に
は
り
っ
ぱ
な
部
屋
も
あ

る
の
で
、
一
時
的
に
市
長
室
を

移
動
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。
段
階
的
改
善
を
最
大
限
し

て
い
き
な
が
ら
、
本
庁
者
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
部
署
を
作

っ
て
前
向
き
に
進
め
て
い
く
。

本
庁
機
能
の
組
織
効
率
に
つ
い
て

浜
　
　
　
昭
　
次

議
員
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新
市
の
基
本
構
想
と
各

地
域
の
審
議
の
と
り
ま
と

め
と
穂
高
駅
西
側
の
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

（
企
画
財
政
部
長
）
６

月
２
日
に
地
域
審
議
会
へ

総
合
計
画
基
本
構
想
に
関
わ
る

地
域
課
題
、
将
来
像
と
し
て
諮

問
を
行
い
、
各
地
域
審
議
会
に

来
年
の
２
月
ご
ろ
の
答
申
を
お

願
い
し
て
い
る
。

（
市
長
）
駅
西
区
画
整

理
は
、
旧
穂
高
町
に
お
い

て
、
地
元
地
権
者
の
皆
さ
ん
と

話
し
合
い
、
乱
開
発
さ
せ
な
い

と
い
う
崇
高
な
思
い
が
あ
る
。

大
変
重
要
な
場
所
で
あ
り
安
曇

野
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
良
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
都
市
建
設
部
長
）
地

権
者
の
同
意
率
は
100
％

で
、
準
備
委
員
会
は
設
立
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
ま
だ
組
合
の

設
立
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
こ
の
地
域
は
低
層
住
宅
地

と
し
て
整
備
し
て
い
く
用
途
を

持
つ
。

地
権
者
の
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
良
い
と
思

う
。
組
織
組
合
が
で
き
て
い
な

い
状
態
で
の
予
算
措
置
（
駅
西

公
園
と
東
西
歩
道
橋
）
に
は
疑

問
。

（
市
長
）
区
画
整
備
事

業
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

想
定
し
な
が
ら
市
が
一
緒
に
な

っ
て
構
想
全
体
を
お
さ
め
て
い

く
な
か
で
組
合
が
で
き
る
。
一

方
で
公
園
と
陸
橋
は
区
画
整
備

が
行
わ
れ
る
の
で
支
援
す
る
と

と
も
に
周
辺
整
備
を
行
っ
て
い

く
。介

護
保
険
に
つ
い
て

昨
年
10
月
改
正
、
今
年

４
月
の
改
正
に
よ
り
、
保

険
料
だ
け
取
ら
れ
て
介
護
が
受

け
ら
れ
な
い
状
態
が
起
き
て
い

る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
今

回
の
10
月
改
正
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
の
当
初
よ
り
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
が
増

え
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
、
食
費
と
居
住
費

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
。
現
在
い
ろ
い
ろ
な
矛

盾
点
も
あ
る
。

（
市
長
）
具
体
的
事
例

で
一
つ
ひ
と
つ
対
応
し
な

が
ら
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
と
福
祉

器
具
が
介
護
保
険
の
改
正
に
よ

り
貸
し
出
し
が
制
限
さ
れ
た

が
、
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
要

支
援
１
・
２
の
方
は
、
現

在
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
対
応
す
る
保
健
師
が
直
接

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
る
の
で
、
相

談
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
。
福

祉
器
具
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
の
中
で
も
、
特
別
な
場
合
は

貸
し
出
し
が
で
き
る
。

市
営
住
宅
の
耐
震
と

建
替
え
に
つ
い
て

近
年
は
自
然
災
害
の
不

安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
市

営
住
宅
の
耐
震
性
と
建
替
え
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
市

営
住
宅
410
戸
。
管
理
耐
震

基
準
56
年
以
前
245
戸
中
145
戸
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
将
来

的
に
は
古
い
も
の
は
除
去
し
、

残
り
は
耐
震
診
断
の
実
施
も
含

め
、
市
営
住
宅
の
総
合
的
な
検

討
に
入
る
。

大
会
参
加
の
補
助
基
準
は

学
校
教
育
で
の
部
活
動

と
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
等

が
、
県
内
外
の
大
会
へ
参
加
す

る
場
合
の
補
助
基
準
は
。

（
教
育
次
長
）
学
校
内

で
の
部
活
動
等
に
は
補
助

要
綱
に
従
っ
て
補
助
を
し
て
い

る
。
市
内
の
社
会
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
も
補
助
要
綱
を
別
に
定
め

て
支
援
し
て
い
く
。

新
市
の
公
共
事
業
の
あ
り
方

草
　
深
　
　
　
温

議
員
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臨時市長室として検討している堀金総合支所
2階の部屋
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う
！
」

テ
ー
マ
３
「
福
祉
充
実
の
仕

組
み
を
作
ろ
う
！
」

テ
ー
マ
４
「
み
ん
な
で
支
え

あ
う
地
域
を
育
て
よ
う
！
」

４
つ
の
基
本
目
標
を
立
て
て

進
め
て
い
る
。
福
祉
に
限
定
し

た
も
の
で
は
な
く
、
防
災
や
防

犯
な
ど
も
含
め
、
地
域
住
民
、

事
業
者
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

行
政
全
般
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
責
任
を
持
ち
、
町
内
会
ご
と

に
４
年
間
で
自
主
的
な
３
つ

の
、
身
の
丈
に
合
っ
た
テ
ー
マ

を
実
施
す
る
な
ど
、
協
働
に
よ

る
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
担
当
職
員
の
方
々

が
、
私
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
も
持
ち

な
が
ら
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
に
感
心
し
た
。

２
、
東
近
江
市
・
能
登
川
総
合

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
図
書

館
図
書
館
行
政
の
先
進
地
で
あ

る
滋
賀
県
で
は
、
図
書
館
づ
く

り
に
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ

る
。

一
つ
は
、「
先
ず
準
備
室
を

し
っ
か
り
設
置
す
る
こ
と
」。

二
つ
は
、「
将
来
、
館
長
と

な
る
人
を
準
備
室
長
と
し
て
招

聘
す
る
こ
と
」。
つ
ま
り
、
館

長
と
な
る
人
の
確
保
か
ら
始
め

る
こ
と
こ
そ
が
肝
心
要
だ
と
。

こ
の
図
書
館
の
才
津
原
館
長

も
、
福
岡
県
の
図
書
館
勤
務
を

経
て
95
年
準
備
室
長
と
し
て
招

聘
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

図
書
館
は
魂
を
癒
す
と
こ
ろ

と
し
て
、「
い
の
ち
響
き
あ
う
、

魂
（
い
の
ち
）
と
魂
（
い
の
ち
）

の
出
会
い
の
場
」
で
あ
る
。

日
本
の
図
書
館
は
、
３
タ
イ

プ
に
分
類
で
き
る
が
、

①
図
書
館
と
い
う
看
板
の
下
が

っ
た
役
所
…
…
全
体
の
75
％
　

②
無
料
の
貸
本
屋

…
…
…
…
…
…
全
体
の
20
％
　

③
本
物
の
図
書
館

…
…
…
全
体
の
５
％
ほ
ど
。

あ
ま
り
に
も
①
の
図
書
館
が

多
す
ぎ
る
。
本
物
の
図
書
館
を

育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
、
そ
れ

に
は
「
人
材
」
だ
と
と
力
説
さ

れ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

合
併
前
の
能
登
川
町
で
は
一

般
会
計
の
約
1.5
％
の
図
書
館
費

を
確
保
し
て
い
た
と
言
う
。
合

併
後
も
ほ
ぼ
同
じ
水
準
を
維
持

し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
行
政
と
し
て
重
大
な
政

策
判
断
と
し
て
取
り
組
み
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

安
曇
野
市
の
図
書
館
費
は
18

年
度
予
算
４，
３
２
８
万
５，

０
０
０
円
で
あ
り
、
一
般
会
計

（
338
億
円
）
の
0.13
％
、
長
野
県

が
、
ま
た
安
曇
野
市
が
図
書
館

行
政
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く

か
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

感
じ
た
。

３
、
高
島
市
・
静
里

し
ず
さ
と

な
の
は
な

園
な
の
は
な
園
は
、
教
育
と
福

祉
的
側
面
を
融
合
さ
せ
た
幼
保

一
元
化
施
設
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
「
幼
児
園
」
で
あ
る
。

就
学
前
教
育
の
重
要
性
を
認
識

し
、
幼
保
の
一
元
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

一
つ
に
は
、
就
学
前
の
子
ど

も
の
教
育
と
福
祉
を
統
合
的
、

一
元
的
に
捉
え
る
こ
と
。

二
つ
に
は
、
幼
保
の
一
元
化

施
設
「
幼
児
園
」
と
し
て
の
制

度
的
改
革
を
実
現
す
る
こ
と
。

三
つ
に
は
、
子
ど
も
や
家
庭

へ
の
適
切
な
支
援
を
実
現
し
、

地
域
全
体
で
子
育
て
支
援
を
す

る
こ
と
。

四
つ
に
は
、
施
設
の
一
元
化

に
よ
り
、
施
設
の
有
効
活
用
を

図
る
こ
と
。

五
つ
に
は
、
教
育
・
保
育
内

容
の
一
元
化
に
よ
る
「
保
育
の

質
の
向
上
」
を
図
る
こ
と
。

六
つ
に
は
、
保
育
料
の
一
元

化
の
た
め
、「
合
理
的
な
保
育

料
体
系
」
を
つ
く
る
こ
と
。

七
つ
に
は
、
多
様
な
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
、幼
保
の
質
的
向
上
、

合
理
化
・
効
率
化
の
観
点
か
ら

も
、
幼
保
一
元
化
「
幼
児
園
」

の
メ
リ
ッ
ト
を
創
り
出
す
こ

と
。施

設
は
、
人
と
自
然
に
や
さ

し
い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
地
下

水
や
地
中
熱
利
用
、
ま
た
太
陽

光
利
用
な
ど
、
循
環
・
換
気
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
、
夏
は
涼
し

く
、
冬
は
暖
か
い
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
園
庭

を
広
く
と
る
た
め
に
園
舎
は
２

階
建
て
、
緊
急
時
の
避
難
路
も

兼
ね
る
２
階
か
ら
の
ス
ロ
ー
プ

廊
下
は
、
普
段
の
子
ど
も
た
ち

の
生
活
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
し
か
し
、
い
く
ら
安

全
確
保
さ
れ
た
設
計
と
は
い
っ

て
も
、
事
故
の
不
安
は
つ
き
ま

と
う
も
の
で
、
用
地
さ
え
あ
れ

ば
平
屋
の
施
設
が
望
ま
し
い
と

も
感
じ
た
。

４
、
兵
庫
県
篠
山
市
・
中
央
図

書
館

17
億
円
の
全
国
初
の
合
併
特

例
債
を
使
っ
て
建
て
ら
れ
た
施

設
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い

る
。運

営
で
特
徴
的
な
の
は
、
市

職
員
が
５
人
ほ
ど
い
る
が
、
定

時
異
動
に
よ
り
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
替
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
そ

の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
市
の

全
額
出
資
会
社
（
プ
ロ
ビ
ス
）

に
司
書
業
務
の
委
託
を
し
て
い

る
。館
長
は
市
の
職
員
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
の
総
務
に
所
属
し

て
い
た
時
か
ら
、
図
書
館
を
建

て
た
い
思
い
が
あ
り
、
建
設
準

備
室
に
関
わ
っ
て
い
た
と
の
こ

と
。
こ
こ
で
も
、「
人
材
」
の

重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。

・
視
察
日
程

９
月
26
日
〜
28
日
の
３
日
間

・
視
察
地
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総 務 委 員 会

○平成17年度安曇野市同和対策住宅新築資金貸付事業歳出決算の認定について

以上について、審査の結果、原案の通り可決すべきものと決定した。

○「安曇野市平和都市宣言」制定への請願

旧５町村で採択されてきた平和宣言は新市発足とともに失効となっている。安曇野市としての宣言文を吟味

し、当市独自の立派な宣言をつくる方向で一致し採択すべきものと決定した。

○中国における法輪功学習者の臓器摘出の実態調査を求める陳情

日本の団体が国際問題として批判しているが、情報や内容が乏しく、一方的に事務局へ郵送で送られてきた。

国際的な問題をはらんでおり一自治体で扱うものでないとして不採択すべきものと決定した。

○集配局の廃止再編計画に反対する意見書の採択に関する陳情

10月16日から当市内では三郷と明科の２局が集配を廃止する。今後郵便局の統廃合があり得るのでそのブレ

ーキをかける意味でも採択すべきものと決定した。

◆消防組織法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

退職報償金が一律2,000円アップであるが、補

正予算でマイナスになるのはなぜか。

当初予算では103人が退職すると積算した。実

際には70人でその差33人分の減額である。法

律の改正にともない、班長から分団員まで勤

務年数10年以上25年未満の者に対して2,000円

引き上げたものである。

◆平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）

について（総務委員会所管事項）

地域審議会の議事録作成委託で138万円とある

が、どの範囲まで配布するのか。

地域審議会は５、６回開催された。メモ筆記

や概要では困るということで会議録をつくるようにした。委員に会議録要旨を配布する運びだ。会議録

はホームページで掲載する手続きをとっているところだ。

市勢要覧を４万部作成するとのことであるが、毎年改定するのか、配布はどの範囲までなのか。

県の市町村合併特例交付金300万円で作成するもの。平成18、19、20年の３年間を使う予定で全世帯に配

布するものだ。

◆平成17年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（総務委員会所管事項）

広報あづみの、お知らせ版の月２本立てであるが、内容と編集について市民の反応は。

情報が毎週きていた情報が月２回になった、月１回のものが２回になったと賛否両論ある。人物紹介は

読みごたえがあると意見を耳にした。

コピー機、車など購入する場合、メーカーを指定するのか、入札はどうなっているのか。

事前にメーカーから見積もりをとって、性能をみてそれに基づき入札していく。A
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環境経済委員会

○条例関係については、安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について　他２件
○予算関係については、平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）について
（環境経済委員会所管事項）他９件
○決算関係については、平成17年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について
（環境経済委員会所管事項）他10件
○請願・陳情等については、ＷＴＯ農業交渉対策に関する陳情書　他５件

以上について、審査した。

◆安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
医療制度改革に伴なっての改正と理解するが、その背景と流れを聞きたい。
一番の大基は国民皆保険の堅持であり、医療費が増大するなかで高齢者にも所得に応じて応分の負担を
お願いせざるを得ないこと。しかし、少子化のなかでは出産育児一時金は相応に５万円アップしようと
いうこと。

その他の医療保険制度改革はどう進展していくのか。
この10月から基盤安定事業を拡大する。例えば70万以上の高額医療の関係、20年度からスタートする75歳
以上の後期高齢者の医療制度も、県単位の広域連合の中で運営するよう法制化される。

◆平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）について（環境経済委員会所管事項）
環境基本計画策定委員会の審議の内容は。
７月25日市長に委嘱された32名の委員により、今までに３回の会議を開催している。
堀金霊園の排水工事について、元の設計施工に問題はなかったか。
専門家に聞き取りをしたところでは、やむを得なかったとのことで、今後は市側にも専門知識を有した
職員等を配置し検証できるようにしたい。

◆平成18年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
基金に２億円積み立てるが、予備費の１億6900万円は多いような気がするので、もう少し基金に回しても
いいのではないか。
例えば一度インフルエンザが流行すると、それだけで１億円ぐらい必要になるので、運営上予備費はこ
のくらいあった方が安心である。
保険証のカード化はどうか。
松本市などでは今年の10月から実施、安曇野市でも来年の10月実施が一つの目標である。

◆平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）について（産業観光部所管事項）
ペレットストーブの導入の経緯は。
県林務部の強い要請があり、10月にはメーカーの勉強会を予定している。
安曇野フェスタ開催に当たり、その位置付けと手法は。
合併の記念イベントであり、今後はその他のイベントとも考え合わせ成
長させたい。

◆平成18年度安曇野市保養施設特別会計補正予算（第２号）
９月１日より多くの施設で指定管理者制度がスタートした。補正はそれ
ぞれ以前のものと思うが、業者からの要望等は出ているのか。
確かに修理等必要だが今後新年度予算で考えていく。

◆平成18年度安曇野市営宿舎事業特別会計補正予算（第１号）
今年の集中豪雨で大天荘の経営はどうであったか。
登山道の被害で利用者は激減した。

◆平成17年度安曇野市一般会計歳入歳出決算について（環境経済委員会所管事項）
水田農業推進協議会は市として統合し、同じビジョンを作っていくのか。
19年度産の米の生産調整から市の協議会として立ち上げる。

◆平成17年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
保険税の未収現年度分1.8億円、過年度分で3.3億円と徴収率も非常に厳しく、92％である。今後の取組みは。
滞納者といかに接触をし、話し合っていくかがポイントである。
旧５町村の税率の統一はもっと段階的でもよかったのではないか。
事務の効率化の面から思い切って統一させてもらったのは良かったと思う。A
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福祉教育委員会

○予算関係については、平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）、平成18年度安曇野市介護保険特別

会計補正予算（第１号）について（福祉教育委員会所管事項） 他１件

○決算関係については、平成17年度安曇野市一般会計歳入歳出決算、平成17年度安曇野市介護保険特別会計歳

入歳出決算の認定について（福祉教育委員会所管事項） 他１件

○請願・陳情等については、私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳情書　他２件

以上について、審査した。

◆平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）について（福祉教育委員会所管事項）
市道拡張に伴う豊科南小プール移転についての概要は。

現在のプールの位置は、道路を挟んで西側にあり、今度は学校用地の南側に移設をする。南側にどんぐ

り広場と、更に南側に学校田があり、その学校田の場所にプールを移設する計画である。どんぐり広場

では多少枝打ちが必要になるが、どんぐりの林自体には影響がない。学校田が減る分については、これ

から検討して近隣にその面積程度は確保したい。駐車場については、プールが移転した残地を活用し、

少なくとも現在の面積以上は確保する予定である。

豊科南小プール移転と明北小プール建設に関する特例債はどうなっているか。

プールの関係は、従来から旧町村からの引継ぎであったような単一の計画である明北小プールは、特例

債の対象にはならない。市としても県に伺いは立てるが、基本的には難しい。豊科南小プールの場合は、

合併による地域の一体性の確保ということで、移転原因となる道路事業が位置づけされる予定であり、

特例債を検討している。

合併特例債と発注業者との因果関係について

合併特例債を申請する書類は当然公開できる。特例債の申請は市町村と国との事務手続きだけであり、

業者によるプロポーザルの介入はない。実際に落札する業者選定及び入札制度と合併特例債とは全く関

係ない。

安曇野アートリレー事業に関して、教育委員会はどのように判断したのか。

安曇野アートリレー事業は、安曇野市の５地域のお寺とか公園等野外を中心とした展覧会である。安曇

野市が一体となった実感を、芸術の面から多くの市民に感じてもらい、市の文化・芸術づくりについて、

市民にも一緒に考えたり楽しんでいただくことを企画している。ソフト事業では、パネルディスカッシ

ョン等のワークショップを行い、市民参加型事業を展覧会と併せて行ってゆく。県のコモンズ支援金の

対象事業でもあり、社会教育推進事業として、ソフト事業にかかる経費の内、市長が定めた２分の１の

額を補助するもの。

障害者自立支援法の制度改正に関して市の考え方は。

障害者自立支援法により施設サービス部分の１割を負担していただいており、所得の少ない方、施設入

所の方などそれぞれの特別な減免措置がある。今後、市独自の制度・条例等をつくってゆき、地域の支

援事業についてはなるべく負担を少なくする形で考えている。

児童館費の料金改定がされたが、使用費についての影響はどうか。

児童クラブの料金については、合併後、新しい負担金体系で進めている。堀金地域などから、高いので

はないかと具体的な話が出ている。高いか低いかの基準についてはそれぞれの考え方があると思われる

ので、近隣の市の児童クラブの状況を見ている。また、料金等が適切であるかどうかについての検討の

ため、保護者会の連合的な組織を近々立ち上げる方向で作業を進めている。
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建設水道委員会

○条例関係については、安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について
○予算関係については、平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）について
（建設水道委員会所管事項）他３件
○決算関係については、平成17年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について
（建設水道委員会所管事項）他３件
○請願・陳情等については、豊科インター東地区開発に関する請願書
○その他については、市道の認定について

以上について、審査した。

◆安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について
内容は『第12条第２項中の「５年」を「第15条に規定する責任技術者認定試験の合格証又は更新講習の終了
証の有効期間満了の日まで」に改める。付則として、この条例は平成18年10月１日から施行する。』改正で原
案どおり可決

◆平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）について（建設水道委員会所管事項）
合併浄化槽設置事業補助金（1,252万円）による事業の場所は。
主として三郷、穂高、明科地域が大きいところである。
穂高地域において、特に別荘地帯は合併浄化槽として、切り離して補助金を出す意向があるか。
しばらく認可をとらずに検討していきたい。
穂高駅西地区の土地利用計画の進捗状況は。
17年３月に組合施行での区画整理事業とすることを確認し、同年９月における区画整理事業予定地の事
業参加同意は100％である。組合設立の準備を進め、今年度中に組合認可申請をする。
穂高駅西地区区画整理事業の最終的な構想の説明を地権者だけでな
く、地域及び市としてのまちづくりの説明が必要ではないか。また構
想の内容も少し検討したほうがよいと思うが。
何回かの懇談会で合意形成を図り、集約してきた。今後は組合により
計画をねり、できた段階でまちづくりの協議会にも説明をし、理解を
願っていきたい。当然、用途地域ということで、区画整理という手法
を導入して、このまま田園風景を残していく。安曇野市が目指す田園
都市づくりとはまったく矛盾しないと考えている。
準備委員会と行政の事業に対する分担と整合性は。
区画整理事業は組合施工であり、行政は支援をする立場である。また
公園広場、自由通路は市の事業であり、市が計画していく。

◆平成18年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
補正の委託料とは何か。
工事と管理に対する委託。当初予算があるものの、補正で工事費が増えた場合、委託料も増えるので補
正が必要。
補正で基金積み立てをする理由は。
17年度の決算が確定し、繰越が多かったので、繰越金の額に応じて旧5町村に分配し、基金に繰り入れた。

◆平成18年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）
三郷地域の水道水の水の確保は。
豊科地域からの送水と、井戸を掘る方法を検討している。
起債を含めて経営のバランスが悪いのではないか。
公営企業とはいいながらも適正な規模の投資も含めて、事業の内容について十分検討していく。

◆豊科インター東地区開発に関する請願書
土地利用と都市計画の中で市としてどのような開発をしていくか検討し、地権者も今までの経緯を整理して
おくことが必要であることから、今後の経過を見ながら検討する。

◆市道の認定について
穂高牧地区の県営烏川渓谷緑地への接続道路として、県からの私道から公道化に対する要請文書を考慮し、
市道認定。

◆委員会視察
豊科インター東地区（請願書）と県営烏川渓谷緑地（市道認定）の視察し、現状の確認をした。
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穂高広域施設組合は、平成４年２月に安筑環境衛生施設組合（し尿処理施設）と安筑じんかい処理施設組合（ご
み焼却施設・不燃物処理施設）の両組合を統合し設立されたものです。
平成17年３月の四賀村の松本市への合併、10月の安曇野市合併（５町村合併）、４月の筑北村、麻績村の加入を
経て現在は６市町村（１市１町４村）の構成となっている。
この施設は、し尿処理施設・ごみ処理施設・余熱利用施設からなり、全部の施設を総称して穂高クリーンセンタ
ーと呼ばれている。
主な事務事業は
・ごみ処理施設の管理運営
・不燃物処理施設の管理運営
・し尿処理施設の管理運営
・余熱利用健康保養施設「あづみ野ランド」の管理運営

【組織構成】
（１）管理者　　安曇野市長
（２）副管理者　生坂村長
（３）副管理　　安曇野市助役
（４）収入役　　安曇野市収入役
（５）監査委員　２名
（６）事務局　　事務局長・事務局次長・庶務係・衛生管理係・環境第１係・環境第２係・余熱施設係

【組合議会】
（１）議員定数 19名（安曇野市９名、池田町２名、松川村２名、生坂村２名、筑北村２名、麻績村２名）
（２）定例会年２回（10月・２月）

【安曇野市議会選出の議員】
水谷嘉明（議長）、小林純子、等々力等、吉田満男、松尾　宏、藤森康友、!山一榮、黒岩宏成、青柳吉宏

【平成18年度当初予算】
歳入歳出それぞれ　　一般会計 2,883,243千円

【平成18年度構成市町村分担金等】

・組合の経費は組合の財産及びその他の収入をもって充てており、不足するときは組織市町村が負担している。
・ゴミの処理には莫大な費用がかかり、環境に与える影響も深刻である。ゴミの発生抑制と分別による資源化を
進めることが重要課題。現在、施設の老朽化による建替えの検討と、バイオマスエネルギーの実験事業（生ゴ
ミのガス化による資源化）が動き出している。

穂高広域施設組合（穂高クリーンセンター）穂高広域施設組合（穂高クリーンセンター）

区　分 

 (単位：千円）  

安曇野市 
池田町 
松川村 
生坂村 
筑北村 
麻績村 
計 

74.85 
8.39 
7.79 
1.74 
4.63 
2.60 

100.00

8,219 
8,219 
8,219 
8,219 
8,219 
8,219 
49,314

332,201 
37,237 
34,574 
7,723 
20,549 
11,539 
443,823

340,420 
45,456 
42,793 
15,942 
28,768 
19,758 
493,137

74.85 
8.39 
7.79 
1.74 
4.63 
2.60 

100.00

77.60 
8.69 
6.80 
1.54 
3.56 
1.81 

100.00

7,906 
7,906 
7,906 
7,906 
7,906 
7,906 
47,436

142,028 
15,920 
14,782 
3,302 
8,785 
4,933 

189,750

184,059 
20,612 
16,129 
3,653 
8,444 
4,293 

237,190

333,993 
44,438 
38,817 
14,861 
25,135 
17,132 
474,376

83.52 
8.21 
6.96 
1.31 
― 
― 

100.00

4,587 
4,587 
4,587 
4,587 
― 
― 

18,348

137,915 
13,557 
11,493 
2,163 
― 
― 

165,128

142,502 
18,144 
16,080 
6,750 
― 
― 

183,476

１．２．５（ごみ処理、余熱利用施設分）．６款  ３（ごみ処理分）款 ３（し尿処理分）款  

人口率 均等割 人口割 計 人口率 実績率 均等割 人口割 実績割 計 実績率 均等割 実績割 計 

区　分 

安曇野市 
池田町 
松川村 
生坂村 
筑北村 
麻績村 
計 

74.85 
8.39 
7.79 
1.74 
4.63 
2.60 

100.00

545 
545 
545 
545 
545 
545 
3,270

22,037 
2,470 
2,294 
512 
1,363 
766 

29,442

22,582 
3,015 
2,839 
1,057 
1,908 
1,311 
32,712

74.85 
8.39 
7.79 
1.74 
4.63 
2.60 

100.00

76.81 
8.99 
7.04 
1.59 
3.70 
1.87 

100.00

87.86 
7.77 
3.79 
0.58 
0.00 
0.00 

100.00

1,068 
1,068 
1,068 
1,068 
1,068 
1,068 
6,408

4,796 
537 
499 
111 
297 
167 
6,407

34,448 
4,032 
3,157 
713 
1,659 
839 

44,848

5,629 
498 
243 
37 
0 
0 

6,407

45,941 
6,135 
4,967 
1,929 
3,024 
2,074 
64,070

885,438 
117,188 
105,496 
40,539 
58,835 
40,275 

1,247,771

３（施設整備費）款  ４（余熱利用施設費）款 

人口率 均等割 人口割 計 人口率 実績率 利用率 均等割 人口割 実績割 利用割 計 
合　　計 
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松本広域連合は、平成11年２月に松本市、塩尻市、南安曇郡、東筑摩郡の19市町村（２市４町13村）により設立
された地方自治法第284条による広域連合。
平成17年4月の４村の松本市への合併、木曽郡楢川村の塩尻市への合併、10月の５町村合併による安曇野市、３
村合併による筑北村誕生を経て現在は９市町村（３市１町５村）の構成となっている。
性格は、地域における幅広い広域的政策や行政需要に的確に対応するために、県知事より許可を受けた特別地方
公共団体。
主な事務事業は、
・ふるさと市町村圏計画に関する事務
・広域消防に関する事務
・介護認定審査会及び障害程度区分認定審査会の設置及び運営
・職員の共同研修及び派遣研修
・広域的事務事業についての調査研究　など

松本広域連合松本広域連合

松本市長（選挙による選出） 

松本市を除く市町村長 

松本市助役（関係市町村の助役から選任） 

松本市収入役（関係市町村の収入役から選任） 

事務局職員定数18、消防職員定員395 

松本市10、塩尻市４、安曇野市５、波田町２、筑北村、麻績村、生坂村 
山形村、朝日村は各１ 

松本市議会議長 

塩尻市議会議長と安曇野市議会議長で交代　 

委員：松本２、塩尻１、安曇野１、東筑１　委員長は松本市議会議員 

委員：松本５、塩尻２、安曇野２、東筑４　委員長：松本→安曇野→塩尻 
→東筑の順　副委員長：安曇野→塩尻→東筑→松本の順 

委員：松本５、塩尻２、安曇野３、東筑３　委員長：塩尻→東筑→松本→ 
安曇野の順　副委員長：東筑→松本→安曇野→塩尻の順 

1 
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１ 

１ 

413 

 
26
 

１ 

1 

5 

 
13 

 

13

定　数 

 

付　　　　　　　記 構　成 区　分 
 

 
執　行

 

 

 

 

 

議　会 

【組織】 

広 域 連 合 長  

副 広 域 連 合 長  

助 　 　 　 　 役  

収 入 役  

職 　 員  

 
広 域 連 合 議 員  

議 　 長  

副 議 長  

議会運営委員会 

 
総務民生委員会 

 

消 防 委 員 会  

※議会の議長、副議長、各委員会の人事については、平成18年２月14日の申し合わせによるものです。 
　常任委員会の委員長、副委員長の順序で下線がついているものは、平成18年度の役職です。 

※◎は委員長 

所　　属 

議会運営委員会 

総務民生委員会 

消 防 委 員 会  

市町村名 

松本市 

塩尻市 

安曇野市 

波田町 

麻績村 

生坂村 

山形村 

朝日村 

筑北村 

計 

構成比（％） 

24,218 

10,126 

12,776 

2,050 

986 

888 

1,447 

1,137 

1,222 

54,850 

1.4

54,812 

15,953 

22,061 

4,908 

3,054 

2,557 

3,436 

2,857 

3,802 

113,440 

2.8

1,903,164 

567,393 

894,025 

139,277 

51,589 

39,376 

86,666 

68,320 

91,870 

3,841,680 

95.8

1,982,194 

593,472 

928,862 

146,235 

55,629 

42,821 

91,549 

72,314 

96,894 

4,009,970 

100.0

49.4 

14.8 

23.2 

3.6 

1.4 

1.1 

2.3 

1.8 

2.4 

100.0

総　務　費 民　生　費 消　防　費 計 構成比（％） 

議　員　氏　名 

【安曇野市議会選出の議員】 

【平成18年度構成市町村負担金等】 （千円） 

西澤韶修 

水谷嘉明、松澤好哲 

◎栗原定美、西澤韶修、山田高久 

一般会計 

ふるさと市町村圏事業特別会計 

【平成18年度当初予算】 
4,531,950千円 

8,970千円 

歳入歳出それぞれ 
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安曇野市議会を
3回傍聴して

山崎憲一さん（明科）

＝議会事務局人事＝
10月１日付で人事異動がありました。
・旧任　等々力久美子

豊科総合支所　市民環境課へ
・新任　白木愛子

三郷総合支所　市民環境課より

「第３号」発行以降、以下の議会行政視察を受
け入れました。それぞれの担当部及び常任委員
長が対応いたしました。

８月29日（火） 滋賀県高島市議会
新政クラブ

☆視察内容
・行財政運営について
・合併前と合併後の地域間格差
・観光振興及び産業振興の施策について

９月28日（木） 佐賀県吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

町議会
議員全員

☆視察内容
・国営アルプスあずみの公園の活用について

10月17日（火） 長崎県平
ひら

戸
ど

市議会
産業建設委員会

☆視察内容
・農業行政について

10月17日（火） 千葉県東金
とおがね

市議会
期和会

☆視察内容
・農産物直売所「旬の里ほりがね物産セン
ター」について
・デマンド交通システムについて

10月23日（月） 滋賀県　米原
まいばら

市
産業建設常任委員会

☆視察内容
・農産物直売所「旬の里ほりがね物産セン
ター」について

議会行政視察受入れ報告議会行政視察受入れ報告

安曇野市議会において、議員の皆様は全員が一期生。

その議会が早１年を迎えますが、町村議会に比べ、グ

レードが高い「会派」という組織づくりをされたと聞

き、感心しております。議会運営も会派制をもとに良

くやっていると思います。議員は市民の意見を広く把

握し、市民の視点から市政の課題や今後の街づくりを

一市民の声として、議会に反映させていただきたい。

安倍首相は「美しい日本を創る」と言っております。

美しい安曇野創りが日本の出発点であると自負し、議

員の一人一人がその責務を果たすべく、安曇野全体の

問題点を的確にかつ、重複することなく提言していた

だきたい。質問も、多岐に亘り展開している点におい

ては感心や評価をするが、質疑応答の前置きや質問の

重複により、論旨が少々長い点が気に掛かる。それら

を改善し、議会だよりのQ＆Aのように、簡潔に分か

りやすい質疑になることを再考すべきだと思う。また、

市政の批判だけを重視するのではなく、市民にとって

良い方策は何かを論じ追求していただきたい。

皆様の御活躍をお祈り申し上げます。

お願い　議会のTV中継が全戸に入るようにお願い致

します。


